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民 生 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２５年１１月６日（水）午前１０時　１分　開会

　　　　　　　　　　　　　午後　４時１８分　散会

１．場所

３０１会議室

１．出席委員

委 員 長 森西　正  副委員長 山崎雅数  委　　員 福住礼子

委　　員 村上英明  委　　員 市来賢太郎 委　　員 増永和起 

１．欠席委員

なし　

１．説明のため出席した者

　　市　長　森山一正 　副市長　小野吉孝

　　生活環境部長　杉本正彦  同部次長兼環境センター長　井口久和

　　同部参事兼産業振興課長　鈴木康之　同部参事兼環境業務課長　野村眞二

　　自治振興課長　早川　茂 市民活動支援課長兼コミュニティプラザ館長　橋本英樹

　　市民課長　船寺順治　 環境政策課長　丹羽和人　 農業委員会事務局長　林　彰彦

　　保健福祉部長　堤　守　　 　同部参事兼生活支援課長　東澗順二

　　保健福祉課長　前野さゆみ

　　高齢介護課長　石原幸一郎　 同課参事　川口敦子

　　障害福祉課長　吉田量治 　　国保年金課長　安田信吾

１．出席した議会事務局職員
事務局長　寺本敏彦 同局書記　井上智之

１．審査案件（審査順）

　　認定第１号　平成２４年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分

　　認定第６号　平成２４年度摂津市パートタイマー等退職金特別会計歳入歳出決算認定

         の件

　　認定第３号　平成２４年度摂津市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件

　　認定第８号　平成２４年度摂津市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の件

　　認定第７号　平成２４年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件
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（午前１０時１分　開会）

○森西正委員長　おはようございます。

　ただいまから民生常任委員会を開会し

ます。

　理事者から挨拶を受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　本日は、先日の委員会に引き続きまし

て、決算にかかわる常任委員会をお持ち

いただきまして、大変ありがとうござい

ます。

　この委員会でのご審議は来年度の予算

につながっていくものでございますが、

どうぞ慎重審査の上、ご認定いただきま

すようよろしくお願いいたします。

　一旦退席させていただきます。

○森西正委員長　挨拶が終わりました。

　本日の委員会記録署名委員は、村上委

員を指名します。

　審査の順序につきましては、お手元に

配付しています案のとおり行うことに異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○森西正委員長　異議なしと認め、その

ように決定いたします。

　暫時休憩します。

（午前１０時２分　休憩）

（午前１０時３分　再開）

○森西正委員長　再開します。

　認定第１号、所管分の審査を行います。

　補足説明を求めます

　堤保健福祉部長。

○堤保健福祉部長　それでは、認定第１

号、平成２４年度摂津市一般会計歳入歳

出決算のうち、保健福祉部が所管してお

ります事項につきまして目を追って、そ

の主なものにつきまして補足説明をさせ

ていただきます。

　まず、歳入でございますが、３０ペー

ジ、款１２、分担金及び負担金、項１、

負担金、目１、民生費負担金のうち、保

健福祉部に係りますものは、社会福祉費

負担金、児童福祉費負担金のうち、助産

施設入所負担金、障害福祉費負担金で、

前年度に比べ１．０％、７１７万９，７

３８円の増となっております。

　３４ページ、項２、手数料、目２、衛

生手数料のうち、保健福祉部にかかわり

ますものは、飼犬登録手数料、狂犬病予

防注射済票交付手数料、愛玩動物死体処

理手数料でございます。

　３６ページ、款１４、国庫支出金、項

１、国庫負担金、目１、民生費国庫負担

金のうち、保健福祉部に係りますものは、

社会福祉費負担金、児童福祉費負担金の

うち、助産施設負担金、生活保護費等負

担金、障害福祉費負担金で、前年度に比

べ９．１％、２億１，８３０万８，３２

９円の増となっております。これは、主

に生活保護費等負担金と障害福祉費負担

金の増によるものでございます。

　３８ページ、項２、国庫補助金、目１、

民生費国庫補助金のうち、保健福祉部に

係りますものは、生活保護費補助金及び

障害福祉費補助金で、前年度に比べ９．

８％、３６５万７，０００円の増となっ

ております。

　目２、衛生費国庫補助金は、前年度に

比べ５．４％、２５万７，０００円の増

となっております。

　４０ページ、項３、委託金、目２、民

生費委託金は、前年度に比べ１．１％、

２１万５，１６２円の減となっておりま

す。

　４２ページ、款１５、府支出金、項１、

府負担金、目１、民生費府負担金のうち、

保健福祉部に係りますものは、社会福祉

費負担金、児童福祉費負担金のうち、助

産施設負担金、生活保護費負担金、障害

福祉費負担金で、前年度に比べ１１．１
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％、６，７５４万８，９２２円の増となっ

ております。これは、主に障害福祉費負

担金の増加によるものでございます。

　項２、府補助金、目２、民生費府補助

金のうち、保健福祉部に係りますものは、

社会福祉費補助金、老人福祉費補助金、

老人医療費補助金、生活保護費補助金、

障害福祉費補助金、障害者医療費補助金、

権限移譲交付金のうち、障害福祉課に係

る交付金で、前年度に比べ７．０％、１，

３８０万４，５０２円の増となっており

ます。

　４６ページ、目３、衛生費府補助金の

うち、保健福祉部に係りますものは、衛

生費補助金のうち、妊婦健康診査公費負

担促進補助金、各種ワクチン接種事業補

助金など、及び権限移譲交付金のうち、

保健福祉課に係る交付金で、前年度に比

べ２１．２％、７４１万８２５円の増と

なっております。これは、主にヒブワク

チン事業補助金、小児用肺炎球菌ワクチ

ン事業補助金などの増加によるものでご

ざいます。

　５０ページ、款１７、寄附金、項１、

寄附金、目１、寄附金のうち、保健福祉

部に係りますものは、保健福祉課への一

般寄附でございます。

　５２ページ、款１８、繰入金、項１、

特別会計繰入金、目２、介護保険特別会

計繰入金は、市負担に係る過年度清算金

でございます。

　５４ページからの款１９、諸収入、項

４、雑入、目２、雑入のうち、保健福祉

部に係りますものは、５８ページの保健

福祉課、生活支援課、高齢介護課、障害

福祉課、国保年金課分で、各種健診自己

負担金、予防接種自己負担金、生活保護

法による返還金・徴収金、一部負担金相

当額等一部助成返還金などでございます。

　続きまして、歳出でございますが、７

０ページからの款２、総務費、項１、総

務管理費、目１、一般管理費のうち、保

健福祉部に係りますものは、７６ページ

の繰出金のうち、水道事業会計繰出金高

齢介護課分で、水道料金減免事業に係る

ものでございます。前年度に比べ２．４

％、５５万７，７１６円の増となってお

ります。

　１０２ページ、款３、民生費、項１、

社会福祉費、目１、社会福祉総務費は、

人件費関係を除き、前年度に比べ６．３

％、１億５，７７３万８，９１５円の減

となっております。主な内容は、保健福

祉課などに係る経常経費や広域連合医療

給付費等負担金などの負担金、補助金及

び国民健康保険特別会計などへの繰出金

などで、地域福祉活動支援センター建設

に伴う工事費等の減少により、前年度と

比べ減となっております。

　１０８ページ、目２、老人福祉費は、

前年度に比べ２．４％、１，１８１万４

７円の減となっております。

　１１０ページ、目３、国民年金総務費

及び目４、国民年金事務費は、国民年金

事務に係る経常経費でございます。

　１１２ページ、目５、老人医療助成費

は、前年度に比べ３．４％、５５２万２，

９５１円の増となっております。

　目６、障害者医療助成費は、前年度に

比べ４．６％、５９３万８，４９０円の

減となっております。

　目７、障害福祉費は、前年度に比べ１

２．８％、２億７４０万８，２９３円の

増となっております。これは、障害児支

援事業の実施に伴う障害福祉サービス費

等給付費の増などによるものでございま

す。

　１１６ページからの項２、児童福祉費、

目１、児童福祉総務費のうち、保健福祉

部に係りますものは、１１８ページの助
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産施設運営費補助金でございます。

　１２４ページ、項３、生活保護費、目

１、生活保護総務費は、人件費を除き、

前年度に比べ１０．２％、１３８万８，

７７８円の増となっております。

　目２、扶助費は決算額２５億７，６７

８万９，５７８円で、前年度と比べ０．

０％、９５万２，６６４円の増となって

おります。

　１２６ページ、款４、衛生費、項１、

保健衛生費、目１、保健衛生総務費のう

ち、保健福祉部に係りますものは、保健

センター及び休日小児急病診療所の管理

委託料、三医師会等への補助金、夜間休

日応急診療所三次救命救急センター等へ

の負担金などが主なもので、人件費を除

き、前年度に比べ２８．６％、３，０７

８万７，１１７円の減となっております。

これは、保健センター管理委託料の減な

どによるものでございます。

　１２８ページ、目２、予防費は、前年

度に比べ１０．２％、３，０４３万８，

３１４円の増となっております。これは、

各種予防接種委託料や小児用肺炎球菌ワ

クチン接種委託料などの増によるもので

ございます。

　１３０ページ、目３、環境衛生費は、

前年度に比べ９．４％、９６万３７５円

の減で、これは所有者不明動物死体処理

委託料の減などによるものでございます。

　以上、保健福祉部が所管しております

平成２４年度一般会計歳入歳出決算につ

いての補足説明とさせていただきます。

○森西正委員長　続きまして、杉本生活

環境部長。

○杉本生活環境部長　認定第１号、平成

２４年度摂津市一般会計歳入歳出決算の

うち、生活環境部にかかわります項目に

つきまして、目を追ってその主なものを

補足説明させていただきます。

　まず、歳入でございますが、３０ペー

ジ、款１３、使用料及び手数料、項１、

使用料、目１、総務使用料のうち、市民

活動支援課に係る主なものは、コミュニ

ティプラザ施設使用料等で、前年度に比

べ２３．７％の増となっております。

　目２、民生使用料のうち、自治振興課

に係る主なものは、文化ホール使用料等

で、前年度に比べ４．５％の減となって

おります。

　３２ページ、目３、衛生使用料のうち、

市民課に係るものは、斎場使用料及び葬

儀会館使用料等で、７月からの規格葬儀

の導入により、前年に比べ２３．３％の

減となっております。また、環境業務課

に係るものは、リサイクルプラザ用地使

用料等で、前年度に比べ１．８％の増と

なっております。

　３４ページ、項２、手数料、目１、総

務手数料のうち、市民課に係る主なもの

は、住民票手数料、印鑑証明手数料等で、

前年度に比べ１．８％の減となっており

ます。

　３６ページ、目２、衛生手数料のうち、

環境センター及び環境業務課に係る主な

ものは、一般廃棄物焼却手数料、一般廃

棄物収集運搬処分手数料等で、前年度と

ほぼ同額でございます。また、環境政策

課に係るものは、鳥獣飼養登録等事務手

数料でございます。

　目３、農林水産業手数料のうち、農業

委員会手数料は、非農地証明の手数料で

ございます。

　３８ページ、款１４、国庫支出金、項

２、国庫補助金、目１、土木費国庫補助

金のうち、自治振興課に係るものは、住

宅費補助金の社会資本整備総合交付金で、

文化ホールの耐震診断に対する交付金で

ございます。

　４０ページ、項３、委託金、目１、総
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務費委託金のうち、市民課に係るものは、

戸籍住民基本台帳費委託金で、外国人登

録法が廃止されたことにより、前年度に

比べ４９．１％の減となっております。

　４２ページ、款１５、府支出金、項２、

府補助金、目１、総務費府補助金のうち、

市民活動支援課に係る権限移譲交付金は、

ＮＰＯ認証事務に対する交付金でござい

ます。また、自治振興課に係る防犯対策

費補助金は、犯罪情報用掲示板設置に対

する補助金でございます。

　４６ページ、目３、衛生費府補助金の

うち、公害対策費補助金は、騒音、振動、

水質、大気の届出事務等に係る補助金で

ございます。違法屋外広告物除去事務経

費補助金は、違法簡易看板除去に係る補

助金でございます。鳥獣飼養登録事務交

付金は、鳥獣の捕獲許可、飼養登録事務

に係る交付金でございます。

　目４、農林水産業費府補助金は、主に

農業委員会及び農業振興に係る補助金で

ございます。

　目５、商工費府補助金は、事務移譲に

伴う定額補助及び地方消費者行政活性化

に係る補助金でございます。

　５０ページ、項３、委託金、目１、総

務費委託金のうち、市民課に係るものは、

戸籍住民基本台帳費委託金で、前年度に

比べ５．６％の減となっております。

　款１６、財産収入、項１、財産運用収

入、目１、財産貸付収入のうち、市民活

動支援課に係るものは、摂津警察署北隣

のマンションモデルルームに対する土地

貸付収入で、前年と同額となっておりま

す。

　５２ページ、款１７、寄附金、項１、

寄附金、目１、寄附金は、市民活動支援

課、環境業務課及び産業振興課に係る一

般寄附金でございます。

　款１８、繰入金、項２、基金繰入金、

目３、環境基金繰入金は、平成２３年度

に創設いたしました環境基金からの繰入

金で、前年度と比べ３７．７％の減となっ

ております。

　目４、墓地管理基金繰入金は、前年度

に比べ２．４％の増となっております。

　５４ページ、款１９、諸収入、項３、

貸付金元利収入、目２、中小企業事業資

金融資預託金収入は、金融機関からの戻

入で、前年度と同額となっております。

　５６ページから５８ページ、項４、雑

入、項２、雑入のうち主なものは、文化

ホール入場料、一般コミュニティ助成金、

商品券売上金、資源ごみ売却収入、ペッ

トボトル拠出金等で、前年度に比べ１．

３％の増となっております。

　続きまして、歳出でございますが、８

２ページ、款２、総務費、項１、総務管

理費、目６、都市交流費の主なものは、

国際交流嘱託員報酬、国際交流協会補助

金に伴う経費でございます。

　８４ページ、目１０、防犯対策費は、

防犯灯に係る電気料金及び維持管理費補

助金、防犯協会の負担金等でございます。

　目１３、自治振興費は、地区振興委員

への報酬のほか、自治会に対する広報紙

等の配布手数料、地域活性化事業及び摂

津まつり振興会への補助金が主なもので

ございます。

　８６ページ、目１４、コミュニティプ

ラザ費は、コミュニティプラザの維持管

理及び市民活動支援事業等に係る経費で

ございます。

　９４ページ、項３、戸籍住民基本台帳

費、目１、戸籍住民基本台帳費の主なも

のは、戸籍住民基本台帳事務事業及び市

民サービスコーナー事務事業等に係る経

費でございます。

　次に、１２６ページ、款３、民生費、

項４、生活文化費、目１、生活文化総務
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費は、一般財団法人摂津市施設管理公社

への事業委託に係る経費及び市民ルーム

フォルテ３０１・３０３管理業務委託料

に伴う経費が主なものでございます。

　目２、文化ホール費は、文化ホールの

耐震診断委託料及び舞台照明装置等の借

上料でございます。

　次に、１３２ページ、款４、衛生費、

項１、保健衛生費、目４、公害対策費は、

大気、水質、騒音、振動対策等に係る経

費でございます。

　目５、環境政策費の主なものは、環境

基金への積立金、地球温暖化対策の啓発

事業等に係る経費でございます。

　目６、斎場費の主なものは、斎場及び

葬儀会館の管理運営業務委託料、市営葬

儀委託料でございます。

　１３４ページ、目７、墓地管理費は、

市営墓地の管理に係る経費でございます。

　項２、清掃費、目１、清掃総務費は、

一般廃棄物の収集運搬の事業に係る経常

的な経費でございます。

　１３６ページ、目２、塵芥処理費の主

なものは、再生資源集団回収等の報償金、

可燃・不燃・資源ごみに係る収集運搬委

託料、不燃ごみ搬出処理委託料等でござ

います。

　１３８ページ、目４、環境センター費

は、環境センターでの可燃ごみ焼却処理

経費のほか、３号炉及び４号炉の維持管

理に係る経費でございます。

　１４０ページ、款５、農林水産業費、

項１、農業費、目１、農業委員会費は、

農業委員報酬及び農業委員会に係る事務

費でございます。

　１４２ページ、目２、農業総務費は、

農政事務に係る経費及び大阪府北部農業

共済組合負担金でございます。

　目３、農業振興費の主なものは、地域

米消費拡大対策事業、市民農園設置、鳥

飼なす保存に係る委託料及び花とみどり

の補助金、農業祭実行委員会補助金等で

ございます。

　１４４ページ、款６、商工費、項１、

商工費、目１、商工総務費は、事務管理

経費及び労働相談に係る相談員の報償金

等でございます。

　１４６ページ、目２、商工振興費の主

なものは、地域活性化プレミアム商品券

交付金、企業立地等促進啓発及び調査業

務委託料、企業立地奨励金、商工会及び

商工業活性化対策事業に係る補助金等で

ございます。

　１４６ページ、目３、消費対策費は、

消費生活相談ルームの運営に係る経費で

ございます。

　以上、生活環境部に関わります歳入歳

出決算の補足説明とさせていただきます。

○森西正委員長　説明が終わり、質疑に

入ります。

　どなたかございますか。

　市来委員。

○市来賢太郎委員　おはようございます。

ふなれな点もございますので、不手際が

あろうかと思いますがよろしくお願いい

たします。

　それと、決算概要に基づいて質問いた

しますので、ページ数もそれに基づいて

申し上げますので、よろしくお願いいた

します。

　まず、８０ページ、障害者虐待防止事

業についてですけれども、新規の事業と

いうことで、数字を見ると一見、執行率

が低いようにも感じられますが、状況を

お聞かせください。

　続きまして、９４ページ、乳幼児健康

診査事業ですけれども、乳幼児の健康診

査の受診率についてお聞かせください。

　続きまして、９４ページ、飼犬等保護

管理事業についてですけれども、こちら
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に大阪府アライグマ対策連絡協議会負担

金と書いてありますけれども、先日、ア

ライグマが出たという連絡を受けました

が、この大阪府アライグマ対策連絡協議

会というのは、どんな活動を行っている

事業なのか、お聞かせください。

　ページ移りまして９６ページ、鳥獣飼

養登録等事務事業とありますけれども、

その中で、特定外来種処分費負担金とあ

りますけれども、摂津市において特定外

来種とは主にどんなものがいるのか、お

聞かせください。

　ページ移りまして１００ページ、エコ

アクション２１認定取得助成事業とあり

ますけれども、過去の経緯から、この事

業について一通り教えていただきたいの

と、この執行率についてどうお考えなの

かをお聞かせください。

　ページ移りまして１０８ページ、商工

業活性化対策補助事業とありますけれど

も、備考欄にソフト事業及び組織強化、

並びに近代化システム事業等に対する補

助とありますけれども、具体的にどんな

取り組みがされたのか、お聞かせいただ

きたいと思います。

　続きまして、１０８ページで、商品券

発行事業ですけれども、これはプレミア

ム商品券についてだと思うんですけれど

も、店舗の規模において、規模別の利用

状況についてお聞かせください。

○森西正委員長　それでは答弁をお願い

します。

　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　それでは、市来委

員さんに関しまして、障害福祉課にかか

わるご質問についてお答えさせていただ

きたいと思います。

　障害者虐待防止法事業の執行率がなぜ

低いのかというようなお話ですけれども、

この事業の中身に関しましては、平成２

４年１０月より障害者虐待防止法が施行

されました関係で、新たに事業を立ち上

げております。

　報償金と印刷製本費のほうで啓発事業

を行っておりまして、平成２４年１１月

１１日に摂津市虐待等防止ネットワーク

会議設立記念シンポジウムを開催してお

ります。その中の講師料として報償金を

支払っておりまして、虐待防止法の啓発

パンフレットとして、印刷製本費として

２，０００部のパンフレットを作製して

おります。

　一方、この中の事業の手数料と成年後

見制度利用助成費というのが一体となっ

ておりまして、成年後見制度の市長申立

てに関する事業でございます。手数料に

関しましては、市長申立ての事務手数料

として、平成２４年度でしたら２名の方

がおられたんですけれども、その中で医

師の鑑定手数料というのが一般的に１０

万円ぐらいかかるんですけれども、この

２名とも裁判所のほうが鑑定手数料は必

要ないですというようなご判断をいただ

いたので、かかっていない状況なので手

数料の執行率が低くなっているという状

況でございます。

　成年後見制度利用助成費に関しまして

は、第三者後見の方に関して報酬を払う

制度なんですけれども、一定資産のある

方は対象となっていないので、平成２４

年度に関しましては該当していなかった

ため、支払っていないので、執行率が低

くなっているという状況でございます。

○森西正委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　保健福祉課に係り

ますご質問にお答えいたします。

　乳幼児健診の受診率でございますが、

４カ月健診が９８．７％、１歳半健診が

９７．４％、３歳６カ月健診が８９％と

なっております。徐々に伸びてきている
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という状況でございます。

　アライグマ対策協議会の活動内容でご

ざいますが、アライグマは元来日本に生

息はしておりませんが、アライグマを飼

い切れなくて、野外に放されたり、また

手元が器用なために、おりからも自分で

逃亡するというような状況もございまし

て、野生化するケースが全国各地で相次

ぐ事態となりました。野生化したアライ

グマの生息分布の拡大に伴って、農作物

の食害による経済的な被害、家屋に対す

る生活環境汚染が深刻化してきたという

ようなことがございましたので、大阪府

が平成１７年６月に特定外来生物による

生態系に係る被害の防止に関する法律と

いうことに基づいて、大阪府のアライグ

マ防除実施計画を策定し、市町村と連携

して科学的、計画的な防除を積極的に行

うことを目的として設立されました。で

すから、啓発であったりとか、防除対策

とかを市町村と連携してやっていってい

るという活動をしております。

○森西正委員長　丹羽課長。

○丹羽環境政策課長　ご質問の特定外来

種の種類等についてお答えさせていただ

きます。

　特定外来種につきましては、哺乳類、

鳥類、爬虫類、両生類等、多数の動物が

指定されていますが、本市で特定外来種

として捕獲等を過去にしましたのはヌー

トリアなどがございます。先ほどありま

したアライグマについても、特定外来種

に指定されております。

○森西正委員長　野村参事。

○野村生活環境部参事　それでは、環境

業務課にかかわりますご質問にお答えさ

せていただきます。

　エコアクション２１認証取得助成事業

にかかわる部分でございますが、まずエ

コアクション２１についてでございます

が、これは中小事業者の環境負荷活動を

効果的、また効率的に実施するものとい

うことで、具体的には企業活動における

経費の削減であったり、生産力の向上を

図るということから、企業から排出され

るごみの減量やＣＯ２の削減などの環境

保全活動に資するものとなっております。

　本市におきましては、これらの認証取

得される企業の審査料や認定料等の２分

の１の額を２０万円を上限として助成を

実施させていただいております。この制

度につきましては、平成２２年度から実

施させてもらっています。

　そして、この執行率でございますが、

平成２４年度２６．４％ということでご

ざいますが、ここ数年というか、２３年、

２４年ですが、それぞれ１社ずつこの認

証を取得されておられます。これに係り

ましては、私どもも、認証取得のための

講習会等がございますが、それらの案内

が来たときには積極的に市内の商工団体

とか、ホームページを通じてＰＲさせて

もらっております。

　また、平成２５年度からですけれども、

摂津市の指名業者の格付にも、このエコ

アクション２１の認証を取得することに

よる加点制度とかを設けていただいてお

りますので、これらを通じて、今後、認

証を取得される事業所がふえるように周

知していきたいなと思っております。

○森西正委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、産業

振興課に係ります２点の質問にお答えい

たします。

　商工業活性化対策補助事業につきまし

ては、主な内容としましては、各商店街

が開催されますイベント等の支援、一例

を挙げますと、正雀のフリーマーケット、

１００円セール、子ども夏祭り等々、い

ろいろなイベントの補助をしている事業
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と、あと近代化システムの事業の補助と

しまして、商店街の街路灯の維持管理に

関する支援でありまして、主に電気代の

補助、また安全対策のために緊急修繕す

るときにおける補助等を行っております。

　２点目、商品券の規模別取り扱い店の

利用状況についてですが、平成２４年１

０月２１日に販売いたしました第４弾の

セッピィ商品券の実績としましては、大

規模店１２店で利用率が４９．１％、前

年度比１．９％の減となっております。

中規模店１１店舗では２７．３％、前年

度に比べて１．０％の減、小規模店３５

０店で利用率が２３．５％、前年度比２．

８％の増となっております。

○森西正委員長　市来委員。

○市来賢太郎委員　障害者虐待防止事業

について説明いただきまして、平成２４

年には該当者がなく、必要がなかったと

いうご説明を受けてよくわかりました。

今後、必要がある場合、適切に執行して

ください。よろしくお願いします。要望

とさせていただきます。

　乳幼児健康診査事業につきまして、受

診率を聞かせていただきましたけれども、

上がっているとおっしゃっていましたけ

れども、まだまだ９８％、９７％、８９

％となっておりますけれども、未受診の

子どもたちは少しはいると思いますけれ

ども、その子どもたちに対してのフォロー

はどうなっているのか、お聞かせくださ

い。

　それと、飼犬等保護管理事業につきま

しては、アライグマの件ですけれども、

アライグマ対策連絡協議会がどんな活動

をされているかご説明いただきまして、

わかりました。平成２４年に住民被害と

か、農業被害とかなかったのか、または

捕獲事例が平成２４年にあったのか、お

聞かせください。

　それと、鳥獣飼養登録等事務事業で特

定外来種の動物について、ヌートリアと

アライグマとお聞かせいただきましたけ

れども、私もよく安威川とかでヌートリ

アはよく目にかけますし、ほかの市民の

方からもヌートリアがよく泳いでいるよ

とかの報告を聞きますけれども、実際に

処分等行っているのか、お聞かせくださ

い。

　続きまして、エコアクション２１認定

取得助成事業につきまして、過去の経緯

をお聞かせいただきまして、どのような

活動をとり行っていらっしゃるのかはわ

かりました。

　それで、今回、平成２４年に１社の認

定につながったとおっしゃいましたけれ

ども、これは指名業者の加点につながっ

たりだとか、摂津市は中小企業が多いま

ちですので、ものすごく魅力のある事業

だと思うんです。もっとたくさんの業者

の方にエコアクション２１を取得すると

いう魅力を伝えていくべきだと思います

けれども、その点についての努力はされ

ているのか、お聞かせいただきたいなと

思います。

　それと、次の商工業活性化対策補助事

業についてですけれども、商店街のイベ

ントにご尽力をいただいていることがわ

かりました。街路灯の電気をつけてあげ

たり、電気代とかにもお支払いいただい

ているということですけれども、防犯対

策だとか、やっぱり明るい商店街という

のは魅力があると思いますし、いいこと

だと思います。

　あと、イベントを立ち上げ、商店街を

活性化させていこうという観点で、今、

１００円セールだとか、子ども夏祭りと

かやっておられるということでしたけれ

ども、平成２４年に特筆すべきというか、

これをやって商店街を盛り上げてあげよ
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うというような大きな気持ちでやられた

事業があったのかどうか、お聞かせくだ

さい。

　それと、商品券発行事業ですけれども、

今お聞かせいただきましたところですけ

れども、数字だけ見たら、やはり大規模

店が４９．１％で大部分を占めていると

思いますけれども、小規模店２３．５％

で、前年比からいうと２．８％上がって

いるとはいえ、商店街だとか、小さな事

業所の人たちのところにも商店街を活性

化させるためにもということで、プレミ

アム商品券というのも一つの手法として

あろうかと思いますけれども、小規模店

に対しての対策について、取り組まれて

いることがあれば教えていただきたいと

思います。

○森西正委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　保健福祉課に係り

ます２回目の質問にお答えさせていただ

きます。

　乳幼児健診の未受診の子どもたちへの

フォロー状況ですが、健診に来られない

場合は再度案内をさせていただきます。

それでも受診がなかった場合は、保健師

等が訪問と電話等で状況確認をさせてい

ただきまして、保育所や幼稚園に通園さ

れていて状況がわかる、または転居、治

療中等の状況把握に努めておりまして、

３歳半健診後であれば９０％、１歳半健

診、４カ月健診は全数把握とを行ってお

ります。

　アライグマの被害状況ですが、人的、

農産物への被害という事は直接届いてお

りませんが、見かけるというところでの

不安ですか、そういう状況で通報はござ

います。最近は、平成２１年からは毎年

１頭ずつ捕獲をしているという状況でご

ざいます。先日、見かけたということで

の通報で、回覧を回させていただいたと

いう状況でございます。

○森西正委員長　丹羽課長。

○丹羽環境政策課長　お問いのヌートリ

アの処分についてお答えさせていただき

ます。

　平成２４年度につきましては、処分の

ほうは行っておりません。平成２３年度

につきましては、浜町のほうで捕獲器に

よって捕獲されましたので、そのヌート

リアについては処分をしております。

○森西正委員長　野村参事。

○野村生活環境部参事　それでは、エコ

アクション２１の取得に関する２回目の

質問にお答えさせていただきます。

　認証取得に向けた広報等の啓発の対策

ということでございます。先ほどのご答

弁でも申し上げましたとおり、エコアク

ション２１の認証を取得すると、やはり

効率的な企業活動ができるというところ

と、環境負荷を減らす、先ほど申しまし

た、二酸化炭素の排出の削減であったり、

ごみの減量等々と、社会的にも評価、イ

メージアップにつながるのかなと思われ

ますので、その点をアピールしていけた

らいいかなと思っております。

　ただ、実は、この認証取得においても、

環境業務課、環境センターにおいてもこ

のｅａ２１を取得しております。２年に

１度更新審査というのがあるんですが、

その際にも、認証取得のときもそうです

が、この事務手続というのが結構煩雑な

ところがあります。ただ、我々のほうで

もこの認証を取得しておりますので、こ

の助成金の窓口を環境業務課でさせても

らっておりますので、単にその窓口をす

るということではなくて、認証取得に向

けた書類づくり等々、いろいろお手伝い

できるところは、これからも積極的にやっ

ていきたいと思っております。

　そして、環境業務課の立場で言います
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と、やっぱりごみ減量というところもご

ざいますので、実は市内でも、ごみを多

量に排出している企業等についても指導

には行かせてもらっておるんですが、そ

の際にもこういう制度がありますよとい

うことでＰＲしていければなと考えてお

ります。

○森西正委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、平成

２４年度の商工業活性化対策補助事業で

主だったものは何かというご質問に対し

てご答弁申し上げます。

　まず、活性化の補助金で各商店街の中

で支援した目立ったものとしましては、

正雀本町商店街で着ぐるみを作製したい

という要望を受けまして、ゆるキャラブー

ムもあり、正雀しょうちゃんという着ぐ

るみをつくられ、それに対する支援を行っ

ております。

　もう一点、商品券の小規模店対策はと

いうことですけれども、第４弾につきま

しては、第３弾から引き続き小規模店の

自立ということで、商品券発行時にお店

自身が特典をつけて、商品券の利用を高

めてもらうという取り組みをするために、

そういう取り組みをするお店を一覧表に

掲載するというところに重点を置きまし

て、積極的な店を別冊子で周知するよう

な形で取り組んでおります。

○森西正委員長　市来委員。

○市来賢太郎委員　ありがとうございま

す。

　乳幼児健康診査事業につきまして、再

度案内等されていて、３歳半で９０％、

ほか１００％のフォローができていると

お聞きしまして、すばらしいなと思いま

す。趣旨から考えても、来られない子ど

もたちがネグレクトであるとか、そういっ

た可能性もあろうかと思いますので、そ

の点に力を入れていただきたいと思いま

す。１００％に３歳半も近づくように努

力していただきたいと思います。要望と

させていただきます。

　それと、飼犬等保護管理事業につきま

して、アライグマの農業被害等がなかっ

たということで、捕獲実績が平成２４年

度１匹ということをお聞きしました。調

べますと、ものすごく大きな爪で人をひっ

かいたりすると大けがにつながったりだ

とか、バクテリアだとかたくさん持って

おって、その点で１回けがをしてしまう

と、そこから壊死したりだとかというこ

ともあるとお聞きしましたので、適切に

対策と駆除をしていただきたいと思いま

す。この点についても要望とさせていた

だきます。

　鳥獣飼養登録等事務事業でヌートリア

の件で、平成２４年は処分を行っていな

い、平成２３年は浜町で見つかったとい

うことをお聞きしましたけれども、実際、

結構、私もヌートリアを見るんです。調

べますと、特にほかの動物を食べたりだ

とか、そういうことはないということで

すけれども、古来から摂津市が持ってい

る景観を壊すという観点と、あと少し調

べますと二枚貝を捕食するということを

聞いております。二枚貝を捕食するとい

うことは、水鳥とかと捕食するものが一

緒になりますので、水鳥等が減ってしま

うと、摂津市は鳥のまちとも言えるかと

は思いますので、その点について適切に

処理、少しでも減っていくようにご尽力

いただきたいと思います。この点につい

ても要望とさせていただきます。

　エコアクション２１認定取得助成事業

におきまして、事務手続が煩雑で、なか

なか取得していただける企業が少ないと

いうご答弁をいただきましたけれども、

その点についてご尽力いただけるという

ことで、これからもお願いしたいと思い

－11－



ます。

　中小企業が多いまちですので、中小企

業は環境に対しての取り組みというもの

を見直していただけると、もったいない

という気持ちが生まれたりだとか、あと

市長も提唱いただいております節約の心

というのにもつながると思います。そし

て、ごみの軽減というものにもつながれ

ば、循環型社会というものが実現できる

と思いますので、頑張っていただきたい

と思います。この点についても要望とさ

せていただきます。

　商工業活性化対策補助事業につきまし

て、ご答弁いただきました正雀本町、着

ぐるみをつくったりだとかという努力を

されているということをお聞きしました。

これからも、商店街、なかなか需要と供

給とありますので難しいところもあろう

かと思いますけれども、活性化、また商

店街の魅力、大型店にはない魅力がある

と私も思っています。また、商店街に魅

力を取り戻していただいて、市民の皆様

にも商店街でしか味わえない雰囲気とか、

そういうものも見直していただきたいと

思いますので、頑張ってもらいたいと思

います。

　それと、ほかの自治体で見ますと、商

品券事業、最初は市とともにやったりと

かするところもあろうかと思いますけれ

ども、そのうちに商工会にお渡しして、

事業委託して、商工会のほうでやってい

ただくという自治体もあろうかと思いま

すけれども、摂津市でそのようなことは

考えておられないのか、お聞かせ願いた

いと思います。

○森西正委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、商品

券発行事業は商工会等の経済団体にご協

力いただくことはどうかというご質問に

対して、セッピィ商品券につきましては

直営で販売してきておりますが、今後、

商店会、または小規模事業所のさらなる

活性化といいましょうか、維持していく

という立場に立ちまして、いろんな選択

肢の中で、商工会、または商店連合会等

の協力のもと、そういう対応をしていた

だけることができましたら、それも選択

肢の一つとして建設的に考えていきたい

と考えております。

○森西正委員長　それでは、市来委員の

質問が終わりました。

　続きまして、福住委員。

○福住礼子委員　それでは質問させてい

ただきますので、どうぞよろしくお願い

いたします。

　決算概要のページを言いながら質問を

させていただきます。

　まず、はじめに、５２ページの防犯灯

事業についてですけれども、設置工事約

１００灯分ということですが、２９８万、

これが約１００灯分の金額ということで

よろしいでしょうか。また、今後、全灯

を変えていかれると思うんですけれども、

防犯灯は全部で何灯あるか教えていただ

きたいと思います。

　それから、９０ページですけれども、

文化ホール管理事業につきまして、耐震

診断をされたということで、その結果を

教えていただきたいと思います。

　次に、５６ページですけれども、市民

活動支援事業ということで、報償金３８

万７，０００円、この内訳を教えていた

だきたいと思います。

　それから、７０ページですけれども、

地域福祉活動支援センターの取り組みに

つきまして、社会福祉協議会、ファミリー

サポートセンター、ボランティアセンター、

包括支援センターといった、こういう四

つの団体があると思いますが、この四つ

の団体の連携といったものはどのように
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捉えているのかを教えていただきたいと

思います。

　同じく７０ページですけれども、災害

時要援護者支援事業といたしまして、仮

称安全安心推進員の人選とあります。ど

のような方が、何か資格を持っておられ

るとか、何かそういう経験をお持ちとい

う方を選ばれているのか、人選について、

どういったところで選ばれたのか教えて

いただきたいと思います。

　９２ページですけれども、感染症予防

事業につきまして、各種予防接種、子宮

頸がん、小児用肺炎球菌等の内容で、残

高が少し多いかなというふうに思ったん

ですけれども、受診が少なかったのか、

そういった理由を教えていただきたいと

思います。

　そして、９４ページの成人歯科検診の

実施状況を見ますと、平成２３年に比べ

ましたら受診者が減っているように思わ

れます。その原因といいますか、理由と

いうのがわかりましたら教えてください。

　次に、７４ページ、高齢者移送サービ

ス事業についてですが、１台増加をさせ

て稼働させているということですけれど

も、その稼働状況を知りたいと思います。

４台になったことで、利用される方たち

にとっての満足という部分ではサービス

の向上になったのか、その辺のことを知

りたいと思います。

　８０ページになりますが、障害者虐待

防止事業につきまして、どのような取り

組みをされていたのか、その辺の内容を

知りたいと思います。稼働状況といった

ことでも構いませんので、よろしくお願

いいたします。

　同じく８０ページの障害者関連施設等

ＰＲ誌作成事業というのがございますが、

これは国の施策として取り組まれており

ます。雇用された人数とか、雇用期間と

いったものを教えていただきたいと思い

ます。

　同じく８０ページで、通所サービス等

運営安定化事業というふうにありますけ

れども、この通所サービスの事業所とい

うのは、何件ぐらいに対して補助金が出

されたのかをお聞かせください。

　９６ページですけれども、温暖化対策

事業といたしまして、ゴーヤの苗、これ

を配布されるということなんですが、何

件とか、何人とか、どういうふうに配布

されているのかを教えていただきたいと

思います。

　１０８ページになりますが、消費生活

相談ルーム事業につきましてですが、啓

発活動の展開について、市内全域に広げ

る取り組み等について教えていただきた

いと思います。

　同じく１０８ページですけれども、先

ほどもセッピィの商品券の販売について、

４回続けてこられて、市来委員の質問の

ときに答えておられたんですけれども、

今回、５回目の販売があったと思います。

ことしも市役所のところでは、開始前に

３００名の方が並ばれて、７０分で完売

したということを聞いております。産業

を支える活力のあるまちにするためにも、

この第５弾で続けてこられたその結果を

見て、今後どのようなことを考えておら

れるのか、お聞かせいただきたいと思い

ます。

　同じく１０８ページにつきまして、企

業立地等促進事業につきまして、奨励措

置適応された３事業というふうにありま

す。この事業所について、具体的に教え

ていただきたいと思います。

　同じく１０８ページの地域就労支援事

業につきまして、４つの講習会の受講人

数、これが１０名、または５名というふ

うに書かれてありました。これは希望者
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の人数でしょうか、それともこの人数に

限って、限度数等を設けて講習会を開か

れたのか教えていただきたいと思います。

　同じく１０８ページですけれども、企

業立地等促進啓発及び事業所実態調査事

業というのがあります。この調査におい

て、何人ぐらいの雇用をされ、どれぐら

いの期間かかって行われたのか、３，２

００万の使い方というか、内訳を教えて

いただきたいと思います。

　９６ページでございますが、葬祭事業

の規格葬儀に変更して、利用者のニーズ

にお応えできているかといった、その辺

の状況を教えていただきたいと思います。

○森西正委員長　それでは、早川課長。

○早川自治振興課長　自治振興課にかか

わります２点についてお答えさせていた

だきます。

　まず、１点目、文化ホールの耐震診断

についてでございますが、文化ホール耐

震診断委託料２８３万５，０００円、委

託料で組んでおりまして、この分で診断

の結果でございますが、一部屋根ブース

等に忍耐力が不足ということで診断結果

をいただいております。それに基づきま

して、今年度、設計委託料のほうを組み

まして、１階、２階部分の壁の補強、そ

れと天井部分の補修等を考えております。

　次に、防犯灯についてでございますが、

平成２４年度、新規と取りかえを含めま

して９８灯つけております。これについ

ての金額でございますが、議員がおっしゃ

るとおり、２９８万９７１円、これが全

て入れかえと新規の分でございます。摂

津市内の防犯灯の数でございますが、把

握しているところでいきますと約６，４

３０灯、これはざっととなりますが、ちょっ

と正確な数はその辺だと思います。

○森西正委員長　橋本課長。

○橋本市民活動支援課長　それでは、市

民活動支援事業の報償金の内訳について、

説明いたします。

　事務報告書１０１ページを併せてご覧

いただけますでしょうか。

　まず、講座を５回開催しておりまして、

その講師謝金としてのトータル１５万円、

職員研修を実施しておりまして、同じく

講師謝礼として３万円、そのほか、平成

２５年度から実施、創設いたしました団

体の公益活動補助金制度を検討するため

の市民公益活動推進委員会を平成２４年

度に立ち上げておりまして、委員につき

ましては、学識経験者、団体活動の実践

者、公募市民からなる６名の委員で６回

開催して、トータル２０万７，０００円

の内訳で、合計３８万７，０００円となっ

ております。

○森西正委員長　川口参事。

○川口高齢介護課参事　高齢介護課に係

るご質問１点について、お答えさせてい

ただきます。

　移送サービスの車両が１台増加したこ

とによる稼働状況及び利用されている方

の満足度はどのような状況かという内容

だったかと思います。１台を増加しまし

たが、登録の数で見ますと、平成２３年

度末が４１２件、平成２４年度末が４２

４件ということで、あまり数の増加はみ

られませんが、１台増加をさせていただ

いたことで、今まででしたら、稼働でき

切れずに、断っていたことがあったので

すけれども、それが減ったということと、

あと市外の遠方の病院にも約３０医療機

関ぐらいに、移送サービスを展開してお

りますけれども、そういったところ遠方

ですと、どうしても時間の制約がござい

まして、お断りということがあったので

すが、そういった遠方の病院にも送迎が

できるようになったということで、満足

度という点では、ある程度皆さんの評価
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をいただけているのではないか考えてお

ります。

○森西正委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　保健福祉課に係り

ます４点の質問にお答えさせていただき

ます。

　地域活動支援センターに入っておりま

す四つの団体の連携についてでございま

すが、ボランティアグループ、ファミリー

サポートセンター、地域包括支援センター、

社会福祉協議会に関しましては、保健福

祉課も入りまして、社会福祉協議会と包

括支援センターとの連絡会等をしてまいっ

ております。その中で、社会福祉協議会

のほうがボランティア連絡協議会、ファ

ミリーサポートセンターを管理しており

ますので、その中で情報交換を、研修会

等の開催等を一緒にしながら、連携を図っ

てきているという状況でございます。

　２点目、災害時要援護者のところでの

臨時職員の雇用の人選についてでござい

ますが、平成２３年度から保健福祉課の

ほうで災害時の名簿作成のシステムを導

入しております。パソコン等のデータ化

をしていくというところで、そういう得

意な方というところで、募集をして入っ

ていただいております。

　３点目の予防接種に関するところでの

額が少ないという理由ですが、子宮頸が

んワクチンが、当初は接種対象者数を見

込んだのですけれども、いろんな報道等

もありまして、副反応のこともございま

したので、子宮頸がんワクチンの接種率

が伸びなかったというところが大きな原

因かと思っております。

　４点目が、成人歯科検診の受診者の減

の理由ですが、平成２３年度から節目の

年齢方を無料として、節目の年齢の以外

の方を５００円の自己負担をいただくと

いう有料体制を設定いたしましたので、

そういうところでの受診者の減少があろ

うかと考えております。

○森西正委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　それでは、障害福

祉課にかかわる３点について、お答えさ

せていただきたいと思います。

　障害者の虐待防止法の活動状況という

ことなのですけれども、１０月から虐待

防止法が始まりまして、１１月１１日に

摂津市の虐待防止ネットワーク会議設立

記念シンポジウムというのをさせていた

だきました。

　そのシンポジウムで、定員１２０名の

ところを、参加者１４４名ということで、

非常に盛況で、啓発活動とか、パンフレッ

トも配布させていただきましたので、啓

発になったのではないのかなというふう

に思っております。

　また、１０月から、平成２４年度に関

しますと、実際８名の方の通報がござい

まして、もちろん８名の方全員、確認の

状況をさせていただいて、疑いというか、

虐待ではないなという方もございました

が、１名の方は一時保護させていただい

た状況で、２名の方は支援という形で、

一定支援をさせていただいた状況でござ

います。

　次に、ＰＲの作成事業で、雇用は７名

の方をさせていただきまして、そのうち

事務員の方が１０か月間、調査員の方が

８か月間ということでございます。調査

員の方は障害のある方を雇用という形を

させていただいております。

　次に、３点目の通所サービス等運営安

定化事業に関しまして、何件ぐらいの事

業所のほうに補助をしているのかという

ことなのですけれども、この通所サービ

スの重度障害者支援体制補助金という補

助金は、３法人で３事業所５か所の事業

所で、５か所のところに補助をさせてい
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ただいております。また、送迎補助金に

関しましては、２法人で２事業所、工賃

倍増促進補助金に関しましては２法人で

３事業所、３事業所４か所に補助をさせ

ていただいている状況でございます。

○森西正委員長　丹羽課長。

○丹羽環境政策課長　温暖化対策事業に

かかわりますゴーヤの苗の配布などにつ

いて、お答えさせていただきます。

　ゴーヤの苗の配布につきましては、ゴー

ヤを育てていただいて、グリーンカーテ

ンを作っていただいて、節電、ひいては

ＣＯ２の削減を目的として配布している

ものでございます。平成２４年度につき

ましては、２，０００株を購入いたしま

して、環境家計簿の説明会などを公共施

設で実施しておりますが、その説明会時

に配布をさせていただいておりますのが

１，５００株、それとあと市内の公共施

設でございますが、そちらのほうでもグ

リーンカーテンをつくっていただいて、

節電等のＰＲに努めていただくというこ

とで５００株配布させていただきました。

○森西正委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、産業

振興課にかかわります４点の質問にお答

えいたします。

　消費生活相談ルーム事業の市域への活

動、広報活動等につきましてのご質問は、

まず、消費生活相談ルームとしまして、

消費者啓発のために出前講座の開催、ま

たイベント、農業祭での１ブースをお借

りしまして、子どもたちに消費啓発を図っ

ております。

　また、平成２４年度は着ぐるみ、なす

丸くんを製作しまして、昨今パソコン等々

のトラブル、デジタルコンテンツといい

ましょうか、そういう問題をできるだけ

解決していこうと、また予防的周知を図

るという形で、市の特産のなすびを使い、

キャラクターとして、周知啓発に努めて

いるところであります。

　また、５月には消費啓発月間としまし

て、駅前街頭啓発などを行って、周知啓

発を努めております。

　次に、セッピィ商品券の今後について

ですけども、これにつきましては、平成

２５年度以降の話にはなりますが、商品

券は第５弾も、ご存じのとおり即日完売

となりました。あとは、市民の利用によ

る換金と抽せん会の事務を残すのみとなっ

ております。当初の目的であります緊急

経済対策としての試金石としての役割は、

一定終えたものと考えており、次の展開

は商業者みずからが商工会や商店連合会

と連携しまして、事業を行い、市は後方

支援への役割を担っていくのが適正では

ないかと認識しておるところでございま

す。

　次に、企業立地奨励金の３件の内容に

つきまして、ご答弁を申し上げます。

　今回、奨励金の支給は初めての年度に

当たります。内容としましては、償却資

産に対する奨励金が３件ございました。

１社につきましては、他市から摂津市へ

事業部を移されて、摂津市内の工場のほ

うを増強されたという形の部分でござい

まして、企業立地等の成果が少しずつ出

てきているのではないかと認識をしてお

ります。

　次に、就労支援につきまして、就労支

援の募集の人数につきまして、説明させ

ていただきます。

　平成２４年度の事務報告書１２０ペー

ジをご覧ください。

　１２０ページ上部には、地域就労支援

事業、職業能力開発事業という形で四つ

の事業がございます。

　フォークリフトにつきましては、受講

者数１０名、これは定員の契約の人数で
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ございまして、応募につきましては１８

名の応募がございました。

　ホームヘルパー２級養成講座につきま

しては、これも資格取得ですので、１０

名の募集枠で１５名が申し込みを、ガイ

ドヘルパーにつきましても１５名、フォー

クリフトの２回目につきましても１９名

の応募をいただいている状況でございま

す。

　企業立地の事業所調査につきまして、

３，２５１万９，０００円の事業でござ

いますけど、その内容についてというこ

とで、産業振興課につきましては、事業

所のデータを持っておりましたが、十分

に事業所の把握ができていなかったとい

うことで、今般、事業をさせていただき

ました。４，４７０社を訪問しまして、

３，６３７社から回答を得る状況になり

ました。調査に当たりましては、求職者

１０名を雇用しまして、市内全域を回っ

ていただきまして、戸別訪問の中、調査

をお願いしまして、また改めて後日回収

という形で、人件費のウエートを高めた

事業となりまして、今般８１．３％の回

収になったという状況でございます。

○森西正委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　昨年から実施いたしま

した規格葬儀について、ご説明申し上げ

ます。

　昨年７月１日以降、従前の市営葬儀を

改め、規格葬儀制度を開始いたしており

ます。これは近年急速に変化している市

民の葬儀に対する意識や葬儀形態に対応

するため、市営葬儀の簡素にして厳粛の

趣旨を維持しながらも、選択の自由を広

げるとともに、料金の透明性を向上させ、

市民の誰もが安心して利用できる葬儀制

度を実現するために、改正したものでご

ざいます。

　制度開始以降、市の指定葬儀業者のメ

モリアルホールにおける規格葬儀の利用

率は、平成２４年度は６９．８％でした。

この数字は、平成２３年度の市営葬儀利

用率の５７．６％を上回っており、制度

改正により市民にとって利用しやすくなっ

たものと考えております。

　また、利用者アンケートの結果からも、

よい評価をいただいております。

　今後につきましても、引き続き、市民

ニーズの把握や葬儀状況の変化に配慮し

ながら、臨機かつ適切に葬儀事業の運営

に努めてまいりたいと考えております。

○森西正委員長　福住委員。

○福住礼子委員　どうもありがとうござ

いました。

　それでは、また質問続けさせていただ

きます。

　文化ホール管理事業について、一部壁

の補修とか、屋根の整備とかをされてい

くということでありますけれども、この

利用率の状況をお聞かせください。

　１０月から１２月というのが、利用が

どうしても件数というか、多くなってお

りますが、年間で見て、この利用数の推

移というのは、今どういった増加傾向と

いいますか、利用数の傾向、それをちょっ

と教えていただきたいと思います。

　それから、防犯灯事業についてですけ

れども、全てで６，４３０灯ぐらいだろ

うということなのですけれども、これは

全部かえていかれるということで聞いて

いるのですけれども、このＬＥＤに交換

することで、光熱費というのが下がって

いくのかと、私は勝手に思っていたので

すけれども、その辺のことを把握されて

いたら、おおよそ何か予想をされていた

ら、教えていただきたいなと思います。

　市民活動支援事業につきまして、３８

万７，０００円の内訳、ありがとうござ

います。
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　事務報告書にあるご講座の参加人数、

合計しますと５６名ということなのです

が、これは予想していたぐらいの人数だっ

たのか、少なかったのか。

　あと、企画事業の中には、絶品料理コ

ンテスト、これには１３名、チョコスイー

ツコンテストには７人の参加ということ

になっていますが、これも予測していた

人数に対してどうだったのか、知りたい

と思います。

　また、職員研修ということで、協働の

まちづくりの実践に向けての研修をされ

ております。これは、職員の方なのです

けれども、その参加人数と、また今後、

この研修というのは継続されていくのか、

お聞かせいただきたいと思います。

　高齢者移送サービス事業につきまして

は、登録者数が余りふえていませんので、

利用数もなかなかふえていないのかもし

れません。また、希望する日がかぶった

りということもあるのかと思います。た

だ、遠方に少しでも行けるようになった。

そういう利用の回数、機会がふえたとい

うことは、利用者の方にとっては、あり

がたい結果だと思います。今後、せっか

く４台になりましたので、フル稼働でき

るような何か提案というか、計画という

のを今後も考えて取り組んでいただきた

いと思います。これは要望とさせていた

だきます。

　次に、地域福祉活動支援センターにつ

いて、社会福祉協議会が入って情報交換

をされて、連携をとられているというこ

とですけれども、利用状況について、教

えていただきたいと思います。

　あと、災害時要援護者支援事業につき

ましては、平成２３年からパソコンがで

きる方ということだったのですけれども、

台帳の整備はどのぐらいの期間をかかる

予定でしょうか。また、それが終われば

安全・安心推進員の方の契約というのも、

同時に終了なのでしょうか。

　それとあと、その間の情報管理につい

て、教えていただきたいと思います。

　あと感染症予防事業について、子宮頸

がんのキャンペーン、私も先日やらせて

いただきましたけれども、副作用を心配

されているということで減っている傾向

も知ってはおりました。ただ、やっぱり

若い子が、この子宮頸がん予防ワクチン

を受けるということも重要だと思います

ので、また、何かいろんな情報を発信し

て、またそういった予防の促進につなげ

ていただきたいと思います。

　また、成人歯科検診につきましても、

やっぱり歯の健康は全体の健康の源とい

いますか、そういったことにもつながっ

ていくかと思いますので、この二つにつ

きましては、ますます健康で長生きでき

る、そういった暮らしの推進のためにも、

また、いろんなキャンペーンなり、促進

事業、また活動をお願いしたいと思いま

す。これは要望させていただきます。

　障害者虐待防止事業につきましてです

けれども、８名の通報で、１名は一時保

護されたということで、やっぱり実際そ

ういったことが起こっているというのは、

ちょっと残念なことなのですけれども、

これはこれからもあるかと思います。ぜ

ひ、有効なネットワークの発展というも

のをしていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。要望とさせ

ていただきます。

　障害者関連施設ＰＲ紙の作成というこ

とで、７名の方が雇用されていたのです

けれども、この障害者や高齢者の方々は、

このバリアフリーガイドマップを見て、

どんな感想といいますか、評価というか、

そういったものを聞かれておりましたの

で、ちょっと聞かせていただきたいと思
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います。

　それとあわせて、企業へのＰＲという

のも、どういったふうに拡大をされてい

るのかもお聞かせください。

　あと、通所サービス等運営安定化事業

につきましては、７法人ということで報

告がございました。今後の予定といった

ものも、平成２５年度もされているのか

もしれませんが、その辺の状況を教えて

いただきたいと思います。

　あと、温暖化対策事業につきまして、

ゴーヤの苗、そういった形で２，０００

株いろんなところで育って、そういった

自慢をされている方も、私も市民の何件

かでお聞かせいただいて、夏たくさんも

らいまし。それは、皆さんも楽しみなが

ら取り組んでおられるので、とてもいい

ことだなというふうに感じます。

　もう一つは、ドライブシミュレーター

の導入ということがあったのですけれど

も、これはどこに導入をされているのか、

教えていただきたいと思います。

　消費生活相談ルーム事業につきまして

は、さまざまな出前講座、イベント、着

ぐるみ等といった展開で、啓発の運動を

していただいて、ありがとうございます。

その中で、多重債務相談件数というのが

３９件あったとありました。委託料８３

万３，０００円ですけれども、この多重

債務相談件数というのは、今ふえている

傾向にあるか、教えていただきたいと思

います。

　商品券発行事業につきましては、後方

支援でこれからは取り組んでいきたいと

いうことで、お聞きいたしました。私の

先輩であるとか、前任の本保議員も、こ

のセッピィの商品券については、本当に

熱心に取り組んで、大きな声で叫び続け

てこられた事業だと思います。セッピィ

にかわる商品券も考慮しながら、ぜひ、

またそういった支援ができるような、ま

た、特に小規模のお店が、本当に活性で

きるような取り組みの中に、また、商品

券も片隅に考えながら、ぜひ取り組んで

いただきたい。検討していただきたいと

いうふうに思いますので、要望とさせて

いただきます。

　企業地等促進事業につきましては、他

市から市内へという、そういったことな

のですけれども、今現在、ことしの時点

で、件数を教えていただけたらありがた

いと思います。

　地域就労支援事業につきましては、定

員に対して、応募のほうが多かったとい

うことなのですけれども、もれた方たち

のフォローといいますか、また、いろい

ろ希望もあるかと思います。また講習の

内容も、これからまたいろいろ検討でき

るものがあれば、やっていただきたいの

ですが、今回、受講なさった方たちの、

その後の就労状況といいますか、つながっ

ているかということについて、教えてい

ただきたいと思います。

　企業立地等促進啓発及び事業所実態調

査事業につきましては、事業所４，４７

０を１件１件戸別訪問しながら、８１．

３％の回収ができたという、１０名の方

の本当にご苦労もいろいろあったかと思

います。せっかくのこういった調査した

内容ですので、大事にしながら大いに活

用して、商工業の事業所がどんどん発展

につながっていくような、取り組みにつ

なげていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。要望とさせて

いただきます。

　葬祭事業につきまして、今さまざまに

葬儀についても、価値観も変わってまい

りました。そういった中での取り組みで、

平成２４年度は利用率も上がったという

ことでよかったというふうに思います。
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その中で、市営葬儀委託料というのがあ

りました。ちょっとこのことについて教

えていただきたいのですが、予算どおり

出ているのですけれども、これどういっ

た計算をされているのかだけ、ちょっと

教えていただきたいと思います。

○森西正委員長　それでは、早川課長、

先ほど６，４３０という数字、はっきり

とした数字、改めてちょっとお答えをい

ただきたいと思いますので、よろしくお

願いします。

○早川自治振興課長　今年度、平成２５

年度なのですが、防犯灯の設置に対する

委託業者に対した分でいきますと、先ほ

ど言いました６，４３０になります。

　防犯灯の先ほどのお問いでございます

が、光熱費でございますが、約１，００

０万円、今回も予算が１，８９８万７５

７円かかっておりますが、こちらの予定

といいますか、予定算出させていただい

た分でいきますと、約４割の削減になる

という計算のほうをさせていただいてお

ります。ただ、電気料金、昨年も上がっ

ておりますので、詳しくはわかりません。

申しわけございません。

　それと、文化ホールでございますが、

平成２３年度につきましては、文化ホー

ルと練習室、会議室、全て合わせまして

９３３件の利用がございました。今年度

につきましては、全てのところで８６６

件の有料の使用分がございました。また、

稼働率でございますが、平成２３年度が

３０．３％、平成２４年度が３４．１％

ございます。ただ、委員おっしゃってお

られます１０月、１１月になりますと、

市の行事等、芸能文化祭等、いろいろな

行事がございまして、そのときの稼働率

はかなり多いと思います。

○森西正委員長　橋本課長。

○橋本市民活動支援課長　それでは、市

民活動支援講座の参加人数について、説

明いたします。

　平成２４年度は、５回の講座を開催し

ておりまして、延べ５６人の参加でござ

います。特に、ＮＰＯについての理解を

深めるとともに、認証手続、団体の会計

など、専門的な研修を企画いたしました。

これらについては、ＮＰＯの設立認証に

取り組む上で、必要な講座と考えており

ます。若干、参加人数が少ないですけれ

ども必要な講座と考えております。その

ほか、グループをまとめていく手法、マ

ネジメント能力の向上、もしくは、仲間

づくり、人材確保の講座等には人気が高

く、参加人数が多かったと見ております。

平成２４年度５回の講座につきましては、

集まりやすい土日を中心に開催しており

ますが、今後、夜間等の開催もまた皆様

の要望を確認しながら取り組んでまいり

たいと考えております。

　続きまして、職員研修につきましてで

すが、今年度は一般職員を対象に参加人

数が５６人でございます。過去、幹部職

員、前年度は係長級を対象にした研修を

これまで実施しておりまして、職員行政

サイドの協働に対する取り組みは、継続

的に取り組んでいかなければと考えてお

ります。人事課と共同で開催しておりま

す。

　次、企画事業の参加人数でございます。

特に、料理コンテストの参加人数につき

ましては、いわゆる応募者でございます。

応募者の人数で報告させていただきまし

た。バレンタインデー企画では、市内民

間企業とも協働しながら、企画の段階か

ら携わっていただきまして、いろいろな

連携した取り組みを実践しているところ

でございます。

○森西正委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　地域福祉活動支援
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センターの利用状況についてでございま

すが、今、地域福祉活動推進グループ等

の団体が登録いただいて、会議とか、活

動の拠点にしていただいております。校

区福祉委員会の会議であったり、介護者

家族の会の会議であったり、活動であっ

たり、ボランティア講座の開催、ことし

は平成２５年度におきましては、１１月

９日にボランティアフェスティバルとい

うのを初めて開催するのですが、そうい

う活動の拠点として利用いただいておる

ところでございます。

　また、４階は会議室もございますので、

その利用状況は、まだ５、６割という状

況で利用は進んでいるところでございま

す。

　災害時要援護者の安全・安心推進委員

の雇用についてでございますが、この台

帳整備については、一応整備そのものは

完了してきておりますが、更新をしてい

かないといけませんので、それが定期的

に更新を行っていかないといけないとい

うことと。あと、この台帳システムのほ

うの名簿は、災害発生時に開示できるよ

うな名簿と、あと、それだけでは日ごろ

の見守りができないということで、今、

同意要援護者名簿という形で、同意者の

応募をいただいておりますので、それの

登録等を継続して実施していっておりま

す。今後について、今の業務量等鑑みな

がら、考えていきたいと思っているとこ

ろでございます。

○森西正委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　それでは、障害福

祉課にかかわる２回目のご質問について、

お答えさせていただきたいと思います。

　バリアフリーマップや授産製品マップ

に関してのどのような感想かというお答

えなのですけれども、１，０００部各冊

子をつくらせていただきまして、公共施

設の１２か所に配布させていただいてお

ります。また、関係団体等、バリアフリー

マップということですので、身体障害者

福祉協会の方に配布させていただいたり、

高齢者の方ということですので、介護保

険の事業所等にも、連絡会等で市内事業

所全てに配布させていただいて、非常に

バリアフリーマップに関しましては、広

報にも掲載させていただいた経過もござ

いまして、コミュニティプラザや公民館、

市民図書館、鳥飼図書館のほうで、追加

で持ってきてほしいというお話とか、結

構ございまして、非常にバリアフリーマッ

プ等喜んでいただいているのだなという

のが、実感させていただいた状況です。

授産製品の冊子に関しましては、この介

護保険の事業所の連絡会のほうにバリア

フリーマップだけではなくて、授産製品

のマップも同じように配布させていただ

きまして、やはり市内の事業所のほう、

なかなか介護保険の事業所、障害の事業

所の授産製品のことを知らない方も多い

ということで、やっぱり使っていただく

という機会を持っていただいたらという

ことで、高齢介護課の協力を得まして配

布させていただいて、今後、連携を図っ

て、授産製品の販売の促進につなげられ

たらなと思っておる状況でございます。

　次に、通所サービスの運営安定化補助

金のことに関しまして、平成２５年度も

継続してできたらと思っておる状況でご

ざいます。

○森西正委員長　丹羽課長。

○丹羽環境政策課長　環境政策課にかか

わりますエコドライブシミュレーターの

導入について、お答えさせていただきま

す。

　ドライブシミュレーターにつきまして

は、パソコンと、ハンドル部、アクセル

部、分解して持ち歩けるようになってお
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りまして、設置場所については会議室が

あれば設置できるというようなものでご

ざいます。昨年度、導入に当たりまして、

このエコドライブシミュレーターは即時

に運転されたときのＣＯ２の排出量等が

プリントアウトされるのですが、その説

明等を職員がやる研修等をしまして、昨

年、平成２４年度におきましては、環境

フェスティバルで設置させていただいて、

約４０名の方、その後、本生活環境部の

部内で公用車のドライバー、あとパッカー

車のドライバーの方に使っていただきま

して、活用をさせていただきました。

○森西正委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、三つ

のご質問にご答弁申し上げます。

　まず、多重債務の件数はふえているの

かどうかというご質問に対しまして、ま

ず、平成２０年６月より多重債務の弁護

士及び司法書士による相談を実施しまし

て、当初は７０件前後が３年間続きまし

た。平成２３年、平成２４年度はおおむ

ね３０件台という状況の推移でありまし

て、一定、落ちつきは見せておりますけ

ども、まだまだ件数としては少ない状態

ではなく、落ちついていますけども、相

談員が日々、多重債務の対応を行ってい

るという状況でございます。

　次に、企業立地の奨励金の今現在は、

平成２５年１０月１日現在で見ますと、

申請では、延べ２４件いただいておりま

す。そのうちの８件が市内事業所を新た

に設置する、または、施設市内の別の場

所に、新たな別部署を立ち上げる等々の

新規建設、または、新規に古い倉庫を購

入されて、改装し、新たに事業所にする

という形の建設でございます。そういう

状況でございます。

　それともう一点、地域就労支援事業に

応募したけども、今回、採用されなかっ

た方につきましては、次回の講座を開く

ときにはご案内等を送りまして、また、

受けていただくように配慮はしておりま

す。

○森西正委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　市営葬儀委託料につい

て、ご説明申し上げます。

　市営葬儀委託料につきましては、歳入

のほうにございます市営葬儀使用料を、

市民の方からお納めいただいた使用料の

うち、火葬料金を除いた分をそのまま市

営葬儀の指定店のほうにお支払いすると

いう形になっております。今年度につき

ましては、４月から６月末までの３か月

間しか、この委託料が発生しませんでし

たので、前年度に比べて、約７０％ぐら

いの減額になっているということでござ

います。

○森西正委員長　それでは、福住委員。

○福住礼子委員　ありがとうございます。

　それでは、防犯灯のことですけれども、

４割ぐらいの光熱費が下がるのではない

かということで、大変、いろんな意味で

もエコにもなりますし、大変いい取り組

みだなというふうに思います。このＬＥ

Ｄにかえましたら、今までだったら防犯

灯は自治会が管理されていたと思います。

それが市役所になるというふうに伺って

おりますが、そうなりますと、維持管理

費補助金というのは、ゼロになっていく

のでしょうか。

　また、市役所が管理されるということ

になりましたら、その６，０００以上を

超える電球の故障点検、掃除といったこ

とは、どういった形でメンテナンスを進

めていかれるのか、教えていただきたい

と思います。

　文化ホールの使用状況につきましては、

ピーク時というのが、どうしてもあるの

ですけれども、稼働の低いところと、平
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均するというのは難しいかもしれません

が、何かいろんな参加できるようなイベ

ントを取り組みながら、稼働の低いとこ

ろが上がっていくような企画、運営とい

うのを検討していただきたいと思います

ので、これは要望とさせていただきます。

　市民活動支援につきまして、コンテス

ト２件につきましては、応募者だったと

いうことで、これからもいろんなコンテ

スト取り組みあるかと思います。楽しい

企画が広げられるといいなと思います。

　また、５講座の参加の人数ということ

ですけども、一つ一つ大切な勉強会になっ

ていると思います。また、夜間も取り組

んでいかれるということですので、実際、

今お仕事をされている方も参加できるよ

うに広がればなと思います。

　あと、職員研修もこれから継続されて、

協働についての実践をしっかりと勉強し

てやっていただけるといいと思うのです

が、ことし、市民公益活動支援事業とい

うことで、７団体の補助金が出されてい

ました。この支援事業を行って、ことし

７団体ということなのですけれども、こ

れは満足のいく内容だったということで

思われているのか、教えていただきたい

と思います。

　地域福祉活動支援センター、さまざま

な会議の拠点とか、介護者家族の会であっ

たり、ボランティアフェスティバルも行

われるということで、活発に活用できる

ように努力されていると思います。４階

の会議室の５割から６割程度ということ

も、今後また広がっていくのでしょうけ

れども、もし、そういった広がりがなけ

れば、またいろんな知恵を出し合ってい

けれるように協議していただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

要望とさせていただきます。

　災害時要援護者支援事業について、今

ずっと名簿を更新することもやっておら

れるということなのですけれども、なか

なか、この災害時に広げるのは無理だと

いうことで、同意援護者名簿も出されて

いるということで、しっかりとつくって、

またそれが運用をされるようなことも一

緒に考えて、広げていっていただきたい

と思います。要望とさせていただきます。

　障害者関連施設のＰＲ誌ということで、

追加の希望もあったということですので、

もうそれは大変障害者と高齢者また、そ

の家族にとっても活動できる場も広がる

というのもあるでしょうし、摂津市にま

たこういういろんな施設があるのだとい

うことを、また改めて知っていただけた

ということもあると思いますので、さら

に、ガイドマップの活用が広がっていく

ことを期待したいと思います。要望とさ

せていただきます。

　あと、通所サービス等運営安定化事業

につきまして、これからも継続していき

たいということでありますので、また、

補助金をどのように運用されているのか、

また見ていきたいと思います。それも要

望とさせていただきます。

　あと、環境、温暖化対策事業、ドライ

ブシミュレーターというのが、そういう

ふうに使われているのかというのを初め

て知りました。今後も啓発が広がってい

くように、つなげていっていただきたい

と思います。要望とさせていただきます。

　産業振興課の消費生活相談ルームの事

業について、多重債務が若干減っている

ように見えますということでおっしゃっ

ておられました。

　もう一つは、多重債務が減っていくこ

とは、もう本当にいいのですけども、相

談することを知らないということもある

かもしれませんので、また、そういった

ネットワークがあれば、救える一つの傾
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向になるかと思うのです。この消費生活

相談の受け付けの件数の中で、項目の金

融・保険サービスというのと、運輸・通

信サービスの苦情というのが、大変多い

というふうに見受けられます。中でも、

契約解約のところでの相談が、大変目立っ

ているのですけれども、その実態を教え

ていただきたいのと、今現在の傾向も同

じような形なのか、ちょっと教えていた

だきたいと思います。

　企業立地等推進事業につきましては、

現在２４件、そのうち８件ということで、

お答えがありましたので、今後も事業所

にとってのよい推進事業となりますよう

に、図られていただきたいと思います。

要望とさせていただきます。

　あと、地域就労支援事業についても、

もれた方のフォロー等も考えていただい

ていますし、またしっかりと就労につな

がるような取り組みにしていただきたい

と思います。要望とさせていただきます。

　あと、葬祭事業につきましては、計算

の仕方わかりましたので、ありがとうご

ざいました。

○森西正委員長　それでは、防犯灯に関

しての補助金に関しては、平成２５年度

の予算に出ていますけれども、今までの

流れなり、今回初めて委員に就任された

方もいらっしゃるので、その点も踏まえ

て、できる範囲でご答弁をいただきたい

と思いますので、よろしくお願いします。

　早川課長。

○早川自治振興課長　防犯灯のＬＥＤの

維持管理について、どうなのかというこ

とで、お答えさせていただきます。

　維持管理につきましては、一応参考ま

でですが市のほうで管理する予定となっ

ております。それと、ＬＥＤにつきまし

ては、約１０年から１５年もつ予定となっ

ておりますので、電気の交換等について

は、しばらくはないかと思われます。た

だ、掃除等につきましては、ちょっとま

だ具体的な内容等にわかりませんので、

その点については、検討ということで考

えております。

○森西正委員長　橋本課長。

○橋本市民活動支援課長　それでは、市

民活動支援の団体活動補助金につきまし

て、現状を説明させていただきます。

　今年度４月から団体の募集をいたしま

して、７団体が応募されました。初動期

支援の枠で、それぞれの団体が審査され

まして、結果、それぞれ額が確定してお

ります。こういった状況につきましては、

ホームページで公開しております。各団

体におきましては、一つの課題が課せら

れているのかなという状況を見ておりま

す。団体が自立するという方向で取り組

む、これについては資金も確保しながら

継続的に活動を、今後展開していく団体

になってほしいというメッセージも込め

た補助金と位置づけております。先日の

まるごとマーケットの活動等もコミュニ

ティプラザ始まって以来の盛況のイベン

トになったかと見ております。そういっ

た形では各団体、非常に元気に活動をさ

れている状況かなと見ております。まだ

今年度の事業なので、今後、１年間取り

組まれた検証をいたしまして、引き続き

補助制度の施策の展開は検討してまいり

たいと考えております。

○森西正委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、消費

生活にかかわります質問にご答弁申し上

げます。

　まず、事務報告書１２１ページの金融・

保険サービス、また運輸・通信サービス

の相談が多いということで、これはどう

いう内容かというご質問に対して、お答

えいたします。
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　まず、金融・保険サービスにつきまし

ては、多重債務やヤミ金、また未公開株

など、怪しい社債等々のトラブルにかか

わる相談でございます。

　また、運輸・通信サービスにつきまし

ては、アダルトサイトの不当請求、出会

い系のサクラサイトの解約、またオンラ

インゲームの契約解約等々に係る内容で

ございます。

　また、最近の傾向はということで申し

上げますと、本市の相談の中で一番多い

のが、先ほど申し上げたようにデジタル

コンテンツ等のインターネット上で提供

する情報提供のトラブル、またアダルト

サイトのトラブル等々の相談になってお

ります。２番目にフリーローン、サラ金

等、また過払い金返還請求等の相談。３

番目に、賃貸アパート等の賃貸借契約の

トラブル、退去時の原状回復等の費用に

ついてのトラブルがベスト３となってお

ります。

○森西正委員長　福住委員。

○福住礼子委員　防犯灯の事業につきま

しては、これからでありますということ

ですし、ＬＥＤも大変長い間、需要があ

るそういったものですから、あとは掃除

とか、そういった点検についての今後、

発生するであろうものを予測して、また、

準備していただきたいと思います。あり

がとうございました。

　それと、市民活動の支援につきまして

も、７団体が自立できるための補助とし

て行った事業ということで、元気に活動

をされているということもありました。

ぜひ、同じ団体でも、もっとどんどんい

ろんな活動の内容を展開できるように、

また、指導等もお願いしていきたいと思

います。ありがとうございました。

　あと、産業振興につきましても、ヤミ

金、またアダルトサイトといったことが

やっぱり多いようでございます。これが

若い人たちが、そういったものに手をつ

けないようにしていただくのも大事です

ので、相談には本当に速やかに答えてい

ただいていると思います。今後もそういっ

た相談者に親身になって運用していって

いただきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。

○森西正委員長　暫時休憩します。

（午前１１時５６分　休憩）

（午後　０時５９分　再開）

○森西正委員長　それでは、休憩前に引

き続いて、再開します。

　その他ございますか。

　増永委員。

○増永和起委員　それでは、質問させて

いただきます。

　商工業の部門から、先ほどから何回も

出ておりますけれども、決算概要１０８

ページ、１０９ページの商品券発行事業、

これについていろいろとご努力されてい

ると思うのですけれども、商品券に関し

ましては、それがどのように商店とか、

いろんな商業施設の売り上げになってい

るかというのはわかったのですけれども、

それから広がっていく経済的波及効果と

いうものが、どのようになっているのか、

お聞かせいただきたいと思います。

　それと、同じくページですけれども、

企業立地等促進条例、これはそもそも促

進条例の目的というのが、一体どういう

ものなのかということと。そして、今年

度１年、初めての年ですけれども、それ

は効果が上がっているのかという点につ

いて、お聞かせいただきたいと思います。

　それから、同じページです。企業立地

等促進啓発及び事業所実態調査、行われ

ました。大変高い回答率ということで、

非常に立派な冊子もでき上がっておりま

す。これによって、企業立地促進のほう
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も、ずっと啓発をされたわけですけれど

も、これによって具体的にこういう手応

えがあったとか、そういうふうなことが、

これから立地促進、その事業の促進が図

られていくであろうというふうなことが

あったかどうかという点について、教え

ていただきたいです。

　また、実態調査をされていますので、

そこから見えてきたことというのも、教

えていただけたらありがたいです。

　それから、ちょっとページ戻りますけ

れども、決算概要の１０６ページ、１０

７ページ。事業所データベース維持管理

事業があります。これについて、アクセ

ス数、利用数がどれぐらいあるのかとい

うのも教えてください。

　そして、同じページですけれども、中

小企業金融対策事業、決算のほうはこの

数字からは融資のどれだけ件数があった

かというのが見えないのですけれども、

どれぐらい利用があるのか。また、前年

と比べてどうなのかという点を教えてい

ただきたいです。

　それから、指定管理者についての問題

になるのですけれども、今年度いろいろ

と議論もされていて、指定管理者の問題

については、新しい年度に入っていく、

今その時期なのかなというふうに思って

います。そういう指定管理者の問題に関

して、この振り返るということが、この

平成２４年を振り返るということがすご

く大事なのではないかなというふうに思っ

ておりまして、平成２５年３月には、指

定管理者制度導入に関する指針というの

も摂津市のほうで出されております。こ

の平成２５年３月に出されている指針で

すけれども、平成２３年５月から平成２

４年６月まで検討委員会が行われ、平成

２４年７月には提言も出されています。

また、平成２３年９月には視察が行われ

たり、平成２３年度中に外郭団体との意

見交換もしているということも、ここに

載っています。一団体だけ５月になって

いるかと思いますけれども、ですので、

この平成２４年の中の事業の進め方にも、

この管理制度に関しての指針という考え

方については、ある程度入っていたので

はないかと思いますので、それに沿って

振り返っていくということが、今後の大

きな礎になるのではないかなというふう

に考えております。その指針の中に書い

てあります内容、住民サービスの向上を

図るとともに、経費の削減を図ることを

目的とするということで、制度の概要の

ところで書いてありますし、それから、

提言の中で７月に摂津市指定管理者制度

と外郭団体のあり方検討委員会提言書と

いうのがあります。そこには、指定管理

者制度の導入に当たっては、住民の福祉

が損なわれないことが基本条件であり、

さらに増進することを目指すこと。

　それから、外郭団体の経営改革策につ

いての中では、労働法規の順守や、雇用

労働条件への適切な配慮のもとにという

こともうたわれています。そういうこと

も踏まえた中で、指定管理者として、こ

の１年間、この決算の中身どうだったの

かということについて教えていただけた

らなと思います。

　市立みきの路運営事業が、決算概要の

７８ページ、７９ページ。これは、予算

決算とも前年より増加されていると思い

ます。

　それから、市立ふれあいの里運営事業

委託管理料は、決算概要の７８ページか

ら７９ページに出てきます。予算決算は

前年とも減少されていると思います。

　財団法人摂津市施設管理公社委託事業、

これは決算概要の８８ページ、８９ペー

ジに出てきます。こちらのほうは前年よ
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り予算は減少し、決算は増加していると

思います。

　市民ルームフォルテ管理事業、これは

決算概要８８ページ、８９ページ、予算

決算とも前年より減少しています。

　それから、保健センター管理委託料、

これは決算概要の９０ページ、９１ペー

ジに出てきます。これは予算は前年と同

じですけれども、決算が大幅に減少して

いると思います。

　休日小児急病診療所管理委託料、これ

は同じく決算概要９０ページ、９１ペー

ジに出てきます。予算は前年と同額で、

決算は少し減少しているかなと思います。

　斎場管理運営業務委託料、これは決算

概要の９６ページ、９７ページ。前年よ

り予算決算とも減少していると思います。

　葬儀会館管理運営業務委託料、決算概

要の９６ページ、９７ページ、前年より

予算決算とも、これは減少していると思

います。

　それぞれの施設のこういう決算になっ

たというのを、先ほど言った市民サービ

スの向上とか、それから労働法規は順守

されていると思うのですけれども、適切

な労働の管理内容になっているのか、そ

ういうふうなことも含めて、雇用労働条

件への適切な配慮がなされているかとい

うことも含めて、お答えいただきたいな

というふうに思っております。

　それと、これはもう指定管理のほうじゃ

ないのですけれども、生活保護問題。生

活支援課のほうだと思うのですけれども、

決算概要の８８、８９ページ。これは前

年より予算が大きく、大幅にふやしてい

ると思うのですけれども、決算のほうは、

その前年と比べて少しふえたという程度

なのじゃないかなと思います。不用額が

１億円ぐらいあると思うのですけれども、

今、大変な状況の中で生活保護の申請は

大きくふえるという見込みで、予算を大

きくとられたのではないかと思うのです

が、結果的に、そんなに多く伸びなかっ

たと、ふえなかったというのは、どうし

てなのか。教えていただきたいです。

　それと、助産施設運営費負担金、決算

概要の１１８ページ、１１９ページにな

るかと思うのですけれども、これは平成

２３年度と比べると、金額が少しだけ減っ

ているだけですね、この制度について、

どういうものかということ。それから、

何人の方の利用があるのかということに

ついて、教えていただきたいと思います。

決算概要で見ると８２ページ、８３ペー

ジ。数字が間違っていました。申しわけ

ありません。

○森西正委員長　それでは、鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、産業

振興課にかかわりますご質問にご答弁申

し上げます。

　まず、商品券の発売の結果による経済

的波及効果はという部分につきましては、

セッピィ商品券は、商品券事業を終わり

ますと、各事業所にアンケート調査をとっ

ております。アンケート調査の結果から、

商品券事業の経済的効果を確認している

わけですけども、第４弾におきましては、

利用期間によりますと、発行額面の１．

５倍の効果があったと、アンケート調査

により集計しております。これは１年前

の第３弾におきましても、おおむね１．

５倍ぐらいの数字が出ておりますので、

大体１．５倍ぐらいの効果があるものと

考えております。

　次に、企業立地等促進条例の目的は達

成できているのかという質問に対してで

すけども、企業立地の条例につきまして

は、市内事業所の空洞化の防止、また、

企業誘致を目的としまして、平成２３年

に制定させていただきました。平成２４
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年度は先ほどのご質問もありましたよう

に、いよいよ奨励金の支払いが始まりま

した。平成２４年度は３件で、平成２５

年度におきましては、右肩上がりの件数

となっていく状況が見られることから、

本市の産業の振興、また空洞化を回避し

て、市内を活性化をしていくという観点

では、一定、順調に進んでいるのではな

いかと認識をしております。

　次に、市内事業所実態調査結果から、

見えてくるものとしまして、この調査は

８月から３月にかけまして、調査を行い

ました。１０人の調査員が市内を駆けず

り回りまして、アンケートを回収しまし

た。８１．３％の高い回収率から見えて

くるものとしまして、まず、法人が市内

には６０％ございます。また、従業員は

１０人以下の事業所が５８％ございます。

また、摂津市内で選択されている理由と

しましては、やはり交通アクセスの利便

性、取引先が身近にある等々の理由から、

摂津市を選ばれている状況が確認するこ

とができました。

　また、設備投資を考えておられる事業

所につきましては、摂津市内での設備投

資を考えているというご回答が多くいた

だいております。

　こういう結果を踏まえまして、平成２

５年度の話になりますが、産業振興アク

ションプランを定めまして、そのプラン

に基づいて、振興策を検討し、実施して

いきたいと考えておる次第でございます。

　次に、事業所データベースのアクセス

数についてですが、市のホームページの

中に事業所データベース、事業所ネット

いうものがございまして、事業所の情報

提供をしているサイトがございます。こ

れにつきましては、平成２３年度末にア

クセスされる数をカウントできる、カウ

ンターの機能を追加しております。平成

２４年度末では約２，０００件弱のカウ

ントがありまして、今現在では、平成２

５年１０月現在では、２，２９０のカウ

ントがありまして、アクセスをしていた

だいたという状況から、今後もこのカウ

ントはより多く、アクセスされていくよ

うに、また検索機能の見直しも含めて、

改善していきたいと思っております。ま

た、こういう情報を提供することによっ

て、事業所のマッチング等が進んでいけ

ればという形で取り組んでおるところで

ございます。

　次に、中小企業融資の現在の状況はと

いうことですけども、平成２４年度にお

きましては、３７件の融資を実行いたし

ました。平成１８年から平成２４年間の

状況を見ますと、平均で４２．５７件の

融資を実行している状況から見ますと、

平成２４年度はおおむね平均的な数字の

件数かと、担当課では認識をしている状

況でございます。

○森西正委員長　指定管理について、こ

れは一つ一つ、どういう状況であるかと

いうことをお聞きしていますか。

　増永委員。

○増永和起委員　前年よりも金額が、決

算額がふえたとか、減ったとかいうのに、

それぞれ理由があると思うのですけど、

特に、どういうことでふえたかというお

話をしていただけたらと思います。大き

な金額のところで。特に、指定管理者と

して求められている部分、サービスが落

ちてないのかとか、人件費の削減と絡ん

でどうなのかとかいうことについて、お

答えしていただけたらと思います。

○森西正委員長　施設別で、そうしたら、

船寺課長。

○船寺市民課長　市民課にかかわります

斎場及び葬儀会館の指定管理の委託料の

関係で申し上げます。
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　前年度に比べて当初予算で減額されて

いる部分につきましては、それぞれの指

定管理料の中であります什器備品費であ

りましたり、消耗品費、修繕料等を精査

する中で、平成２３年度と平成２４年度

の比較で減少している部分というものが

ございます。

　決算額が減少している理由につきまし

ては、その斎場につきましては、ちょう

ど平成２３年度に斎場の炉の改修が行わ

れ、炉が新しくなった関係で燃料費が予

定より少なく済んだということで、燃料

費でかなり余剰が出たために、決算額が

減少したという理由になります。

　市立葬儀会館の管理運営委託料で、決

算額が前年度より下がっている理由につ

きましては、平成２４年は、電力が逼迫

しているということで、市役所を挙げて

省エネルギーへの取り組みがありました

関係で、斎場におきましても、光熱水費

がかなり減額になりましたので、決算額

も減少しているものと考えております。

○森西正委員長　早川課長。

○早川自治振興課長　自治振興課にかか

わるものについて、お答えさせていただ

きます。

　まず、決算の比較でございますが、摂

津市施設管理公社委託料、こちらのほう

でございますが、決算額がふえておると

いうのは、修繕費がふえておりまして、

予算額で同等になっておるのは、経費の

削減等に努めたからでございます。市民

ルームフォルテ管理業務委託料につきま

しては、前年とほぼ同じ金額でございま

す。

　また、市民サービスの向上が図られて

いるかどうかですが、これは経費削減も

しておりますが、市民サービスについて

も努力しております。

　また職員の労働状況でございますが、

法に基づいて、適正に行われております。

○森西正委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　それでは、障害福

祉課にかかわる２点について、お答えさ

せていただきたいと思います。

　市立みきの路運営事業に関しましては、

予算については、やはり１０年過ぎた施

設ということで、修繕等が少しずつふえ

てきている部分がありまして、少し増加

の傾向になってきているかなと思ってお

ります。

　福祉サービスの増進の部分に関しまし

ては、非常に重度の施設ですので、通所

者も、主に重度の方を受け入れていると

いうことで、適切に運営していただいて

いると考えております。

　職員の状況に関しましては、基準以上

の配置をしております。十分、職員の状

況に関しては、問題ないと思っておりま

す。

　市立ふれあいの里運営事業に関しまし

ては、身障老人センターと多機能型ひび

きはばたき園の事業所、この２か所の施

設の運営をしていただいています。平成

２３年度、身障老人センターのエレベー

ターを更新させていただきましたので、

その分、平成２４年度、その分がなくなっ

ているということで、主に減少している

理由というのは、そのエレベーターの更

新の部分と思っております。

　身障老人センターもそうなのですけれ

ども、多機能型のひびきはばたき園のほ

うに関しましては、就労移行の事業や、

生活介護、就労継続Ｂの事業をしていた

だいておりまして、支援学校卒業生の方

とかの受け入れ等もしていただいており

ますので、非常に多くの利用者の方に喜

んでいただいていると思っております。

職員の勤務や労働条件に関しましても、

市の職員に準じている部分もございます
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ので、問題はないのかなと思っておりま

す。

○森西正委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　保健福祉課にかか

わります保健センター・休日応急診療所

の移転について、お答えさせていただき

ます。

　保健センターは、健康増進法に基づく

各種の地域保健事業、介護保険法に基づ

く介護サービス事業、摂津市立休日小児

急病診療所などの事業を滞りなく展開し

てきております。執行率が５２％と低率

になった理由といたしましては、平成２

３年度に職員１人が２年早く退職をいた

しまして、その賃金、退職金引当金の削

減が大きくありました。

　また、訪問看護ステーションなどの保

検収益がありますので、年度当初に受け

ていた指定管理料の差額を返還するとい

うシステムになっておりますので、その

ために５２％となっております。

　休日小児急病診療所のほうの運営に関

しましては、平成２４年度は７１日開業

しておりますので、滞りなく業務遂行し

ておりまして、やはりここも保険診療を

しておりますので、その収益等の差額を

返還という形になっております。

○森西正委員長　東澗参事。

○東澗保健福祉部参事　平成２４年度の

生活保護の決算額が平成２３年度の決算

額と比べて、金額的に余り変わらないこ

とについて、ご説明いたします。

　一般質問の中でもご説明させてもらい

ましたが、保護の状況は近年増加傾向に

あり、ことし９月の時点で１，０６５世

帯が受給しております。これを１年前の

９月の時点で比べますと、３９世帯増加

しております。保護世帯数が増加してい

るにもかかわらず、保護費の総額がふえ

ていない状況ですが、これは昨年度、主

に後発医薬品の使用推進の取り組みで扶

助費の半分弱を占める医療扶助の抑制に

よるものと考えております。具体的な数

字を申し上げますと、平成２４年度の医

療扶助の総額１１億５，４８５万６，８

２８円に対しまして、平成２３年度は１

１億８，２５９万６，４２５円と、２，

７７３万９，５９７円、率にして、２．

３％減少しております。このほかにも、

社会保険労務士によります、年金受給権

の調査や、就労支援に力を入れ、生活保

護の適正執行に努める中、保護費の抑制

を図っております。

○森西正委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　助産施設入所承諾

事業について、制度の内容と利用状況に

ついて、お答えさせていただきます。

　制度といたしましては、保健上必要が

あるにもかかわらず、経済的な理由によっ

て、入院助産が受けれない妊産婦を入所

させて、助産を受けさせることを助成す

る費用でございます。利用状況でござい

ますが、平成２４年度におきましては、

１０人の方が利用されています。前年度、

平成２３年度におきましては１２件の利

用でございました。

○森西正委員長　増永委員。

○増永和起委員　ありがとうございます。

２回目の質問をさせていただきます。

　商品券の分では、経済的波及効果が１．

５倍ぐらいというお話でした。この制度

も大変すばらしいとは思いますけれども、

経済的波及効果ということでいうと、そ

んなに大きくはないのかなという気がし

ます。７倍、８倍と経済的波及効果のあ

る、いろんな政策各自治体で行われてお

りますので、また、いろいろとご検討願

いたいなというふうに思います。

　それから、企業立地促進条例ですけれ

ども、目的が企業の空洞化の防止とか、
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企業立地の促進ということでおっしゃら

れてましたけども、市民にとってこの制

度がどういう役割を果たしてくれるのか

ということが、やはり市民からは問われ

るのではないか、そうでないと、大企業

優遇の制度なのではないかというふうに、

市民のほうから批判も受けるのではない

かというふうに思いますので、もう一度、

市民の目線からの目的と、それに応じた

効果が上がっているのかということにつ

いて、まだ１年目ですので、そう大きく

はないかもしれませんけれども、今後の

見通しも右肩上がりだとおっしゃってま

した。この事業、今年度は、金額そう大

きくはないですけれども、限度額１億円

ということで聞いておりますので、非常

に大きな事業であると思われますので、

やはりそれだけ市民に対して、これだけ

のこの制度の推進によって還元があるの

だよという話が、しっかりできることが

必要かなというふうにも思いますので、

ぜひお願いしたいなというふうに思いま

す。

　それから、実態調査８１．３％という

ことで、非常にすばらしい内容の調査を

行われているなというふうに思います。

この内容の上に立って、産業振興課のア

クションプラン、これもぜひいい内容の

ものにしていただきたいと思うのですけ

れども、やはり摂津市は大きな企業もあ

りますけれども、中小企業のたくさんあ

るまちです。今、本当に援助を必要とし

ているのは中小企業だと思います。特に、

中小零細企業といいますか、そこに対し

てのしっかりとした後押しになるような

そういうアクションプランにしていただ

きたいなと思うのです。今、立地促進条

例のいろいろ説明も、この実態調査を行

うのと同時にされて、設備投資考えてい

るところは摂津市でというふうなことの

回答もあったというふうにお話があった

のですが、本当に零細企業というところ

では、設備投資そのものがまずできない

というような、今の現状のところも大変

多いと思うのです。そういうところに対

してのどんなご支援を考えておられるの

かということもお聞きしたいと思います。

　データベースの問題ですけれども、非

常にいろいろと工夫をされて、最初のこ

ろ結構そっけない感じだったのですけれ

ども、今、あけたらすぐかわいいイラス

トが出てきたりとか、工夫もされている

なと思うのです。お買い物にも利用でき

ますよみたいなことも書いてあって、努

力してはるなというふうに思うのですけ

れども、あけてみますと、業種と５０音

とその二つにわけてアクセスしていくよ

うになっていると思うのですけれども、

サービス業のところとかあけてみると、

名前がだっと並んでいるのですけれども、

何のお店なのかよくわからないというふ

うなところもありまして、あけてみない

とわからないというところもありまして、

例えば、私の知っている女性の整体師が

いてはるのですけれども、やっぱり女性

の場合は、女性にそういう整体なんかも

してほしいというご希望もあるので、女

性がやっていますということを売りにし

て、一生懸命チラシをつくって近所まい

たりはしてはるのですけれども、やっぱ

りどうしても仕事の合間にチラシをまく

ということでは、なかなか広がらないと

いうこともあって、例えば、データベー

スの中に女性企業家経営者であるとか、

女性がやってますよみたいなカテゴリー

とか、そういうものもつくっていただけ

るようになると、また、利用する側も利

用しやすいかなというふうにも思います。

ぜひ、工夫を考えていただきたいなと思

います。
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　それから、融資の問題ですが、この融

資の問題では、平成２４年度の事務報告

書と平成２３年度の事務報告書を見ます

と、平成２３年度が申込件数で２６件、

それから平成２４年度は５１件になると

思うのです。勤務報告書は平成２３年度

の分が１１４ページで、平成２４年度の

分が１１８ページだと思います。

　全部が全部申し込んだ分が融資が実現

しているわけではないのですけれども、

申込件数が倍ぐらいにふえているという

ことで、やはり需要が大きく上がってき

ていると思うのです。これは大阪府中小

企業信用保証協会の小規模企業サポート

資金というのが、今までありまして、担

保も保証人で１，２５０万円まで借りら

れる中小業者向けの制度の融資があった

のですが、それが今もありますけれども、

あっせん方式という、直接保証協会に申

し込みのできる制度だったのが、大阪府

がこの平成２４年度から、それをやめま

して、銀行にまず行って、銀行を通じな

いと融資が受けられないというふうな形

に、ほとんどは変えてしまったというこ

とがあります。やはり中小業者の皆さん、

大変融資、今苦しいですから、希望され

ているのですけれども、銀行を通じてで

すと、初めての、そこの銀行にとっての

顧客であったりすると、なかなか素直に

それはすっと受け付けてもらえないとか、

いろんなそこで壁が出てきているという

ことが、実際にありまして、この保証協

会の小規模企業サポート資金は４割以上

の中小業者が、あっせん方式を利用して

いるにもかかわらずもう切られてしまっ

たので、摂津市に直接申し込めるという、

この摂津市の融資の魅力が、なおさら高

まったということやと思うのです。ぜひ、

この融資の制度、以前、保証料だけでは

なく利子まで全額補給とか、そういうふ

うな返済期間もちょっと伸ばしていただ

いたりとか、いろんな努力もして、中小

業者のために頑張ってきてくださったと

思うのですけれども、また今、消費税が

増税することが、この４月のところで計

画もされております。中小業者、今、本

当に苦しい時期ですので、ぜひともこの

融資の問題も、もう少し融資枠の拡大と

か、返済期間の延長とか、ぜひとも考え

ていただきたいなというふうに思ってお

ります。

　それと、この事務報告書の１１９ペー

ジ、隣のページです。ここにも、５号認

定という不況業種である場合の認定件数

が書いてあるのですが、これも平成２３

年の分は、１２７の認定件数やったのが、

１９０の認定件数へとふえていると思い

ます。その平成２３年のときは、まだ、

東日本大震災の分とかが割と多かったの

ですけれども、東日本大震災に関しての

認定は、ちょっと減っていまして、この

不況業種の認定が大きくふえているとい

うところでは、中小業者の厳しい実態が

ここにもあらわれているなというふうに

思うのです。中小業者の実態をどう捉え

ておられるのかということについては、

ぜひご答弁いただきたいなというふうに

思います。

　それから、指定管理のほうですけれど

も、今いろいろお聞きした中では、修繕

費だとか、エレベーターの設置がなくなっ

たとか、そういうサービスや人の問題で

はなく、そういう外側の問題というか、

そちらのほうが原因で、決算額が上がっ

たり下がったりしているのだというふう

なお話だったので、市民サービスの向上

には、皆さん努めておられるというお話

だったので、非常に安心をしているので

すけれども、やはり今後とも、その問題

に関しては、ぜひとも頑張ってサービス
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は落とさないように、そしてまた、そこ

で働く方々が本当に心身ともに健康で働

きがいを持って働けるような労働条件を

確保していただくように、ぜひともお願

いしたのですけれども、非正規の職員の

方がそれぞれのところで、何人ぐらい働

いておられるのかというのを、もう一度、

お聞かせ願いたいなというふうに思いま

す。

　それから、保健センターでお一人退職

されたということなのですが、その補充

についてもお聞かせください。

　生活保護の問題です。３９世帯増加し

たけれども、そんなにふえていないのは

ジェネリックをお使いだということです

よね、ジェネリック薬品の推奨をしてお

られるということで、努力をしておられ

るのかなというふうに思うのですけれど

も、全国的にも増加傾向ですよね。この

保護世帯の数というのは、大阪の中で比

較してどうなのかということについても、

教えていただいていいですか。

　それから、入院助産の件ですけれども、

この入院助産の制度、本当にすごく助か

る制度だと思うのです。私の知っている

若いお母さんも、この制度を利用させて

いただいて、本当に摂津市の職員の皆さ

んに、すごく親切にしていただいて、も

う体の心配もしていただいたりとか、あ

りがたかったというふうに言っておられ

ます。やっぱり今の大変なこの不況の中

で、私の知っている方は、まだ若いご夫

婦でしたが、ご主人のほうがリストラさ

れて、奥さんはもうおなかが大きくて、

本当にもうどうしようという中で、この

制度に助けられて、子どもが産めたとい

うことで、非常に喜んでおられたのです

けれども、そういう方は、お一人お二人

では、私はないと思うのです。生活保護

の方に関しては、この制度はもう、この

制度を使って出産するというふうなこと

でお知らせがいっぱいいっているかなと

思うのですけれども、そうではない方に

対して、どのように周知されているのか、

市民の皆さんに周知されているのかとい

うことについても、お聞かせいただきた

いなというふうに思います。

○森西正委員長　商品券と、データベー

スについては、これは要望ですね。

　それでは、順次答弁お願いします。

　早川課長。

○早川自治振興課長　指定管理に関する

ことにお答えさせていただきます。

　全ての施設の正規職員及びアルバイト

でございますが、正規職員のほうが１３

名、アルバイトが５名でございます。

　施設管理公社、正雀市民ルーム、こち

らのほうが１名、アルバイトは０名。文

化ホールが正職８名、アルバイトが５名。

フォルテについては、こちらのほうが正

職４名、アルバイト０名です。

○森西正委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　斎場及び葬儀会館で働

いている職員の内訳について、ご説明申

し上げます。

　斎場につきましては、３名働いており

まして、いずれも正職でございます。

　葬儀会館でお勤めしていただいている

職員は２人になります。こちらの方につ

きましては、当初から高齢者の方を採用

するという方針でずっと来ておりまして、

現在も一度、会社にお勤めで退職された

方を雇用し、高齢者の職員２名で対応し

ております。

○森西正委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、２点

について、お答えいたします。

　まず、企業立地等促進条例にかかわり

ます市民目線からの効果について、ご答

弁申し上げます。
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　市内に企業が立地される。または、市

内事業者が再投資をされまして、事業を

継続されることは、地域に通勤される方

もふえたり、また、事業が継続すること

で近隣の地域の消費が継続される等々の

効果があらわれることが、直接、市民か

ら見た効果かと理解しております。もち

ろん、税収によっていろいろな施策も展

開できることは可能かと考えております。

　次に、中小零細企業の融資等々の、今

後の考え方、展開についてでありますが、

先般、事業所の調査によりましても、非

常に中小企業の経営は厳しいと、設備投

資はなかなかできかねるという、いろい

ろなご意見もございました。３，６３７

社の方からの回答を集計する中で、一定、

融資のニーズが高いというのも、結果と

して出てきてまいりましたので、今後、

そういう部分の検討をアクションプラン

でいただきながら、何か対策はできない

ものか、建設的に進めていきたいとは認

識しております。

○森西正委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　保健センターの常

勤職員は１３人、嘱託職員が１名、契約

職員５名、非常勤職員が１４名となって

おります。また、管理職等は別途５人、

局長、次長、所長３人という形の構成に

なっております。

　退職者の補充は、再任用ということで

１人補充はさせていただいております。

　助産制度の周知方法についてでござい

ますが、保健福祉課の窓口で妊娠届を提

出されますので、そのときに生活状況と

かを聞く中で、ご紹介させていただいた

り、ママパパ教室等で、講話の中で制度

の紹介という形で周知しているところで

ございます。

　先ほど、平成２４年度が利用者１０件

と申しましたが、１１件に訂正させてい

ただきます。

○森西正委員長　杉本部長。

○杉本生活環境部長　若干、補足させて

いただこうと思います。

　企業立地等促進条例の市民目線でとい

うお話がございましたので、この辺だけ

ちょっと誤解のないようにということも

ありまして、お話をさせていただきます。

　一つは、この企業立地条例、私も制度

創設にかかわっておりますが、近隣の市

で大企業があいついで撤退をしたという

ことがございました。相当な影響を受け

られたというふうに聞いております。そ

の市の場合でしたら、それで本市と同様

の制度をつくられて、企業をできるだけ

引きとめる、先ほど言いました空洞防止

策をということで、制度をつくられまし

た。こういう状況が発生すると摂津市の

ような産業を中心とした。特に、法人市

民税に立脚するような都市では、非常に

死命を制する等ございますので、本市と

しても、何らかの対策をということでご

ざいます。

　市民目線ということでございますが、

確かに狭義の意味で、市民は個人ですけ

ども、企業も市民でございます。法人市

民という形がございます。確かに、大企

業を中心ではないかというお話もござい

ましたけども、やはりこういったところ

が持っておられる税収というのは、我々

の市の活動に対して、非常なウエートを

占めているのも事実でございますので、

これについて目線を配るということは、

当然、必要なのではないかなと思います。

また、中小企業の支援の問題でもござい

ますけども、やはり大企業に、我々お願

いしておりますのは、地元企業に対して

の、例えば運輸であるとか、そういう細

かいのであれば、課長も先ほど申しまし

たこともありますが、ぜひ地元の企業の
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活用を大企業の方にも常々お願いするな

どして、大企業と中小企業、地元の商店、

こういったものが全て繁栄するというの

が、我々の願いでございますので、決し

て、企業立地等促進条例が大企業だけに

目を向けたものではないということだけ、

ちょっとご理解いただけたらと思って、

あえて補足させていただきました。

○森西正委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　障害福祉課にかか

わるご答弁をさせていただきます。

　みきの路ですけれども、常勤の方が２

６名、非常勤の方が１６名という状況に

なっております。

　ふれあいの里ですけれども、身障老人

センターのほうは常勤の方が４名、非常

勤の方、嘱託の方とかも含まれるのです

けども４名という状況で、多機能型事業

所が、常勤の方が８名、嘱託非常勤の方、

アルバイトの方が１２名という状況になっ

ております。

○森西正委員長　東澗参事。

○東澗保健福祉部参事　摂津市の生活保

護の状況と、大阪府下、それと全国的な

状況の比較について、お答えいたします。

　少し古い数字になりますが、ことし６

月の状況で、本市では１，０６１世帯受

給されてまして、対前年度比３．７％増

加、保護率で１７．４７パーミルになり

ます。大阪府下全体の状況ですが、世帯

数２２万２，３３７世帯、対前年度同月

比で１．２％の増加となっており、保護

率３４．１２パーミルとなっております。

この大阪府下全体の保護率が高いのは、

大阪市とか、堺市、東大阪市など、大都

市において非常に高い保護率になってい

ることによって、全体的に上がるという

状況になっております。

　次に、全国平均ですが、世帯数１５８

万３，３０８世帯、対前年度同月比で、

２．６％の増加、保護率で１６．９パー

ミル、この全国平均より摂津市は若干、

高いというふうな状況になっております。

○森西正委員長　増永委員。

○増永和起委員　ありがとうございます。

　融資のほうでは、非常に中小企業が厳

しいということについても、認識してい

るというようなお答えいただいて、本当

にこれからぜひとも応援の政策を考えて

いただきたいなと思っておりますので、

ぜひよろしくお願いいたします。

　それから、企業立地等促進条例のほう

ですけれども、いろいろ補足もしていた

だきました。確かに、個人だけでなく、

企業も大事にしているのだよというのは、

私もそれはそうだなと思うのです。ただ、

大企業が撤退してはいけないのでという

ことで、いろいろな誘致の条例をつくっ

たりとか、補助金を出したりとか、全国

でもいろいろなところでされていたと思

うのですけれども、大企業というのは、

やっぱり利益優先ですから、幾らそうい

う優遇措置をとっても、出ていくときは

出ていくという、そういうことも兵庫県

のほうでありました。ですから、やはり

しっかりと摂津市として、そういう企業

を誘致するのであれば、そこにはそれな

りにやはり摂津市の市民、もちろん小さ

い企業なんかも含めて、そこに対してど

れだけの恩恵があるのかということにつ

いては、求められるところなのではない

かなというふうに思います。

　今お話のあった大きな企業、そこのと

ころに地元企業への発注を頼んでいくと

いうお話がありましたけれども、これは

ぜひとも、そういうことで大きい企業に

は、地元の中小業者にしっかり発注かけ

てもらうとか、雇用も地元の人たちを雇

用するとか、そういうことをぜひとも求

めていっていただきたいなと、この制度
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は、今、始まったところですので、これ

からその中身がどんどん成果があらわれ

てくることと思いますので、私たちも注

目していきたいなと思っていますので、

ぜひよろしくお願いしたいと思います。

　それから、指定管理のほうですけれど

も、それぞれ皆さん、雇用の問題とか、

市民サービスの問題とか、一生懸命考え

ていただいて、摂津市の中でしっかりと

仕事をしていっていることというふうに

思っております。指定管理者の問題に関

しましては、国のほうも、最初はともか

く、安上がりにというふうな通達が出て

いた時代もありましたけれども、最近は

変わってまいりました。２０１０年１２

月の指定管理者制度の運用について、総

務省自治行政局長の通知では、いくつも

こういう見直しをしなさいというふうな

ことが出ていますけれども、その中で、

公共サービスの水準の確保という要請を

果たす最も適切なサービス提供者を議会

の議決を経て、指定するということ。単

に、価格競争による入札とは異なるもの

であることというふうなこともうたわれ

ていますし、また、指定管理者が労働法

令を順守することは当然であり、指定管

理者の選定に当たっても、労働法令の順

守や雇用労働条件への適切な配慮がなさ

れるよう留意することということも、こ

の中にうたわれているところです。ぜひ

ともそういう視点において、指定管理の

ほうも進めていっていただきたいなとい

うふうに思っております。

　生活保護の問題ですが、大阪市は大変、

保護のそういう捕捉率も高いということ

で、全国と比べると、摂津市はまだ少し

高いほうだよというお話だったと思いま

す。大阪市は非常にはねつけもやってお

るのですけれども、その中でもやっぱり

もう救わないといけない人たちというの

は、大変たくさんいてるということで、

この捕捉率でも決して、決して実体から

見たら、私は高くはないというふうには

思っておるのですけれども、摂津市の中

でも、やはりきちんと実態を把握してい

ただいて、本当に保護の必要な方、たく

さんいらっしゃると思うので、しっかり

と相談に乗っていただいて、水際作戦や

というふうに言われるようなことの、決

してないように、私ついていったときは、

必ずきっちり親切に相談に乗っていただ

くので、摂津市はそんなことないと思い

ますけれども、ぜひともよろしくお願い

します。

　入院助産のほうですけれども、いろい

ろ生活状況も聞く中で、お知らせもして

くださっているということですけれども、

やはり制度そのものを知らせていただく、

何かそういう対策もあっていいかなと、

必ずしも、みんながみんな私は今こんな

に困っていてという話ができるとは限ら

ないので、プロの皆さんですから、きっ

と察知をして困っているのじゃないのと

いうお声かけをしてくださっていると思

うのですけれども、やはりこういう制度

があるよということを、市民の皆さんに

知っていただくというのは、非常に大事

なことなのじゃないかなというふうに思

いますので、やはりそういうパンフレッ

トであるとか、いろいろな形でお知らせ

をしていただけたらなというふうに思い

ますので、ぜひご検討よろしくお願いい

たします。

○森西正委員長　ほかにございますか。

　山崎委員。

○山崎雅数委員　では、いつもは最初の

ころにやらせてもらうので、いっぱい書

いてくるのですけど、大分削らせてもらっ

てやります。

　まず、決算書の３０ページ、老人介護
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施設入所負担金、それから同様に、介護

給付費利用者負担金、こういった市民の

方からも負担いただくものが入ってくる

のですけれども、今回桜苑が完全民営化

されていくということであるならば、こ

ういった部分は桜苑へ直接、納付もして

いただいて、介護利用の分も摂津市に入っ

ている分が、桜苑に直接いくという形に

なっていくのかなと思いまして、決算概

要で桜苑の運営事業費、全部いろいろ項

目まとめてもらっていますけども、３億

７，０００万円ほど、こういった状況の

桜苑の運営事業の状況、赤字とか云々、

これまで問題になったこともないですけ

れども、こういった部分で、どう変化が

してくるのかというところ。だから、こ

の入所負担金とか、利用者負担金も当然、

下がってくるのだろうなと思いまして、

その辺を聞かせていただければなと思い

ます。

　それから、４８ページの歳入の地方消

費者行政活性化交付金なのですが、支出

のほうでは１４６ページの消費生活相談

ルームの消耗品、なす丸くんになったと

いうふうなこともお聞きしましたけれど

も、これ予算のとき大分、なんですかと

いう話をしていたのですけれども、なす

丸くんの形も何もない状態で審議をしま

したので、またことしも継続的にきてい

るのか、消費者対策についての対策費に

ついての見通しを、聞かせていただきた

い。いつも審議のときに、これはどんな

ふうに使われるのかと、結局、予算のと

きには、何かほとんどわからないまま、

決算でなす丸くんができましたみたいな

感じなのかなと思って、具体的にこうい

うお金の使い方の見通しを、今後予算の

ときにも示してもらえるような形にして

もらえればなと思っております。

　それから、３６ページの塵芥処理手数

料、ここに不納欠損額、ちょっと出てい

るのですけども、ちょっとこの状況をお

聞かせいただきたいと思います。

　それから、権限移譲交付金、市民課の

分です。それと４６ページの保健福祉課

分の権限移譲の交付金、結構たくさんき

ているのですけども、どういったふうに

使われたとか、内訳とか、どういった状

況であったか、お聞かせいただきたいと

思います。

　それから、４４ページ戻りますが、生

活保護受給者就労支援事業補助金、これ

は予算とは大分違った金額に、決算がなっ

ているのかなと、何かできなかった事業

があったのか、お聞かせいただきたいと

思います。

　次に、７６ページ、水道事業会計繰出

金で、これは水道料金の減免制度介護分、

これはことしの２月まで継続されていた

という形では、余り変わりはないのかな

と思うのですけども、２月からは廃止と

いうことになりましたので、廃止をされ

た世帯数ですとか、影響のほうをどうい

うふうに見ておられるのか、お聞かせい

ただきたいと思います。

　次に、８６ページの犯罪被害者等支援

員賃金とありますが、犯罪被害者等支援

員の人件費だと思うのですが、ふだんど

ういった中身のお仕事をされているのか、

お聞かせいただければなと思います。

　それと、同じく８６ページの自治振興

費の節１３、委託料、これ不用額が１１

９万円、ちょっと大きいのかなと思いま

して、何かなくなったか、聞かせていた

だきたいと思います。

　それから、１１０ページで、介護予防・

ふれあい事業、概要でいうと７４ページ、

ふれあい入浴助成補助金などなされてお

ります。桜苑でも、この間、サービスも

されていますし、白鷺園なんかでも入浴

－37－



されてやっていると思うのですが、公衆

浴場不足地域に対しての介護、必要な方々

への保障といったらおかしいですけど、

浴場の不足をしている地域への考え方を

お聞かせいただければなと思います。

　次に、高齢者移送サービス、先に質問

もありまして、わかりましたけれども、

それでもまだ、今これは高齢者の移送サー

ビスは、社会福祉協議会とシルバー人材

センター二つにわけて、何か受けておら

れるとかいうようなことも聞いておるの

ですけども、こういったところでのアン

バランスもあるとか、伺いますが、断ら

ないとどうしてもいけない、まだ状況も

あるのかなと、こういうことに対して、

シルバーパス、老人介護、高齢者のパス

とか、タクシー券とかいうようなことは

考えられないのか、お聞かせいただけれ

ばなと思います。

　次に、１２６ページで、文化ホール費

なのですが、これ大きく補正で削られて

おりまして、塗りかえなんかもあったり

して、いろいろあったと思うのですけど

も、この予算の流れと決算まで、お聞か

せいただければなと思います。文化ホー

ルは建てかえとか、塗りかえとか、きれ

いに最近していただいて、エントランス、

やっぱり入り口広くなって、喜ばれてお

るのですけれども、やっぱり自転車でご

近所から来られる方が非常に多くて、老

人福祉大会とか、そういうときには自転

車が入り口に並ぶのですけれども、要望

としては、そこに雨よけというか、屋根

というか、そういうのがつくれないかな

というような声もよく聞いておりまして、

文化ホールの事業費ということで、この

辺の検討もできないかなということでお

聞かせいただきたいと思います。

　次に、１３２ページで、公害対策費で

すが、いろいろ予算の中で、観測も出て

ますけども、最近、ＰＭ２．５というよ

うなものが中国から飛来をしてくると。

大阪は府が責任を持って、この間もずっ

と観測をして警報も出して摂津市民にも

知らせるという形で言うてくれてますけ

ども、なかなか観測そのものについて摂

津市が大阪府の連絡待ちという状態で無

関心で、おられるということもおかしい

のではないかなと思いまして、公害対策

費、それから環境政策云々でＰＭ２．５

の観測など行っていくというような方針

が出ないのかお聞かせいただきたいと思

います。

　太陽光パネルなども環境政策として推

進を図っていくとかいうようなお考えが

できないでしょうか。建設業での波及効

果も大きいというようなことでいうと、

太陽光パネルなんかは産業振興とか税収

もふえるという意味での助成制度とかい

うのも考えていかれてはどうかなと思っ

たりはしておりますので、今、太陽光パ

ネルなどの設置に対する考え方、産業振

興でも環境でもお聞かせいただければな

と思います。

　それから、１３６ページで塵芥処理費、

今、茨木市に頼んでおりまして、不燃ご

みの委託が上がっておりますけども、こ

れまでは結局委託ですけれども、非常に

茨木でお安くやっていただいているとい

うところなのかなと思うんですが、今後、

さっきの議会で単価が引き上がったらと

いう部分では上がっていくのかなと、こ

の辺の見通し、塵芥処理費の見通しなど

も聞かせていただければと思います。

　きょうも３週間ぶりの不燃ごみの回収

日で非常にたくさんありまして、これも

不燃ごみは何と各週でとれないかなとい

うような声が非常に大きいんですけれど

も、このあたりもいかがですか。お聞か

せいただきたいと思います。
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　それから１３８ページで環境センター

費、リサイクルプラザ、ごみ処理の基本

計画なども出ておりますけども、整備が

進んでいるのか、環境センター費につい

てお聞かせいただきたいと思います。

　それから、１４６ページの商工振興費、

小さいんですけれども、役務費の通信運

搬費、これが予算の半分、これはどうい

うことになっているのかなと思って気に

なっていたので、お聞かせいただければ

と思います。

　それから最後に、委員も大分聞かれま

したけれども、企業立地奨励金の話なん

ですが、１４６ページですね。この年は

３社ということでありますけども、やは

り先ほど説明いただいて、企業が建てか

えとかいろいろ考えられるときに、出て

いってもらわない、そういった効果が非

常に大きいんだというのはよく理解しま

す。しかし、やはり奨励金、しっかり市

から出してまでとどめるというメリット、

どうしても求めたくなるのではないかと

思っておりまして、景気もなかなか上が

らない状況ですけれども、市民への雇用

の拡大とか、見返りじゃないですけども

ね、法人税もどのくらい上がるのかとか、

やはり奨励金を出した意味というのは求

めたいなと思うんですけれども、その辺、

市民の雇用拡大なんかにはつながったか

どうか、お聞かせいただきたいと思いま

す。

○森西正委員長　川口参事。

○川口高齢介護課参事　そうしましたら、

高齢介護課に係る４点の質問にお答えさ

せていただきます。

　まず、１点目の桜苑の運営事業に係る

質問ですけれども、決算書の３０ページ

に記載のあります、老人保護施設入所負

担金というのは、養護老人ホームに係る

利用者の負担金ですので、桜苑の入所関

係とは異なる負担金になっております。

　その下の介護サービス保険者負担金と

介護サービス利用者負担金につきまして

は、いずれも一旦、市で歳入としてお受

けして、桜苑のほうに委託料という形で

お出ししているもので、平成２６年度か

らは、いずれも介護報酬という形で、直

接、桜苑に入るというようなことになり

ます。

　２点目の水道料金の減免制度の廃止に

伴う影響についてですけれども、平成２

４年度末時点で対象となられていた方が

特別児童扶養手当の方が３名、精神障害

者の手帳をお持ちの方が２１５名、身体

障害者の手帳をお持ちの方が９８６名、

療育手帳をお持ちの方が２４２名、ひと

り暮らし高齢者の方が１，２０３名、あ

とひとり親家庭等の対象という方が８１

２名ということで、合計３，４６１名で

すが、廃止に伴いまして１か月当たり約

１，０００円の助成がなくなったという

のが実態でございます。

　平成２４年度中に高齢者移送サービス

等、この制度の代替ということでスター

トしている事業もございますが、あとの

事業については、２５年度の事業という

形でそれぞれ対応策として取り組んでお

ります。

　３点目のふれあい入浴ですが、高齢介

護課でふれあい入浴サービスを実施して

おります。市内４か所の公衆浴場での高

齢者と子ども等のふれあい入浴の事業で

ございますが、こちらは４か所、いずれ

も安威川以北にあり、安威川以南にはな

いということで、それの対策としては、

特養施設２か所についてもこの事業の展

開をするということで対応しております。

　今後については、なかなか公衆浴場自

体が今、経営といいますか、建てようと

思って建ててうまくいくようなものでは
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ないかと思いますので、なかなか今後の

対応ということでは、このふれあい入浴

事業のほうの活用といいますか、推進と

いいますか、そのようなことで対応のほ

うがしていけたらと考えております。

　４点目の高齢者の移送サービス事業に

つきましては、高齢介護課で担当してお

りますシルバー人材センターへの委託に

ついては、対象者が６５歳以上の方で、

介護保険の要介護認定の結果が要支援１

以上の方で、外出時の移動が主に車椅子

によらなければならない方という、この

３点に該当される方が対象ということに

なっておりますので、障害の方ですとか

年齢がお若い方といった、この高齢者移

送サービスの対象外の方を社会福祉協議

会のほうのボランティアによる移送サー

ビスという形で、相互に連携をとりなが

ら実施をしているという現状にございま

す。

　また、タクシーのチケット等ですけれ

ども、基本的には高齢者の方が住みなれ

た地域で長く住んでいただけるために、

やはり必要な医療がこういったサービス

がないために滞って体を害されるという

ことが一番あってはいけないことと思っ

ておりますので、主には通院等を目的に

しています。このようなことを推進して

いきたいという思いがございますので、

タクシーチケット配布により買い物等に

も行けるような制度については一般質問

でもご質問いただきましたけれども、そ

のようなことに対して、制度を開始する

という考えは今のところはございません。

○森西正委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　それでは、障害福

祉課にかかわる権限移譲の交付金の件に

ついてお答えさせていただきます。

　平成２４年度の権限移譲、障害福祉課

に関しましては、身体障害手帳の交付事

務が平成２３年１０月から交付を受けて

おりまして、精神保健福祉手帳の交付事

務も平成２３年度から交付を受けており

ます。精神障害者の相談員の事務も権限

移譲として受けておる状況でございまし

て、身体障害者手帳の交付事務に関しま

しては、この平成２３年１０月以降処理

させていただいた平成２４年度の件数で

いいますと５５２件、それ以前に権限移

譲で受けている分が２３８件ということ

になっております。交付金額でいいます

と、２７６万４，０００円の交付額を受

けております。

　精神福祉手帳の交付事務に関しまして

は２７０件を処理させていただきまして、

金額としては１５０万７，０００円で、

精神障害者の相談員の事務に関しまして

は２名の方の相談の委託をさせていただ

いておりまして、交付金額に関しまして

は７万５，０００円というような状況に

なっております。

○森西正委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　保健福祉課に係り

ます権限移譲の交付金について、ご説明

させていただきます。

　保健福祉課のほうでは、未熟児等の保

健に関する権限移譲の交付金をいただい

ているところですが、平成２４年度では

低体重児の届出の受理で７２件、未熟児

の訪問指導で５０件、その他固定経費と

で６３万１，０００円の交付金を受けて

いるところです。

○森西正委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　権限移譲交付金につい

てお答え申し上げます。

　市民課に係る権限移譲交付金は、住居

表示事務にかかわります町・字の新設等

に関する事務に関する基本事務費３万３，

０００円を昨年まで計上いたしておりま

したが、平成２４年度以降、市の事務に
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変更されましたので、決算額はゼロとなっ

ております。

○森西正委員長　野村参事。

○野村生活環境部参事　それでは、環境

業務課にかかわりますご質問にお答えさ

せていただきます。

　まず、１点目、塵芥処理手数料の不納

欠損の内訳ということで、この部分につ

きましては、一般廃棄物の収集運搬処分

手数料に係るものでございます。

　具体的には臨時ごみであったり、引っ

越し等に係る大量なごみが出たときに有

料で収集させてもらっている部分でござ

います。ここの不納欠損についてでござ

いますが、手数料の徴収方法といたしま

しては、臨時ごみを我々で収集させてい

ただきまして、環境センターのほうで重

さをはかります。それに基づいて手数料

を請求させてもらっているわけなんです

が、その未納部分でございますが、未納

部分について督促や催告もさせてもらっ

ておるんですが、残念ながら請求権の時

効により不納欠損としたもので、内訳と

いたしましては、転出後の徴収不納が１

１件、６万１，３８０円、そして自己破

産によるものが２件、２万８，４４０円、

そして居所不明によるもので４件、３万

１，３２０円の合計１２万１，１４０円

となっております。

　その次に、２点目といたしまして、不

燃ごみ搬出処理委託料に伴います今後の

見込みということでございます。不燃ご

みにつきましては、今、山崎委員からも

ありましたとおり、隣接市において最終

処分を行ってもらっております。この分

につきましては、さきの委員会でも補正

のところでご審議いただいた部分でござ

います。今後につきましては、基本的に

は、以前も申しましたけど、市内で発生

したごみの処理につきましては、市内で

処理するというのが基本でございますの

で、我々といたしましては、市内で処理

するにはどのような方法があるのかとい

うところも含めまして、近隣市との連携

等、あらゆる方法、可能性を検討した中

で、効果的、また実現可能な方法という

ことで今後検討のほうをしていきたいと

考えております。

　それから、３点目に不燃ごみの収集の

回数の増加ということでご質問ございま

した。今、先日、３週間ぶりに収集があっ

たということでお聞きしております。実

は今現在でも不燃ごみについては隔週で

収集させてもらっております。では、な

ぜ３週目が出たのかというと、月によっ

て５週目の水曜日が入ってくるときがご

ざいますので、５週目の水曜日について

は、今現在、不燃ごみの収集を行ってお

りませんので、そういう事態が起きるの

かなというところでございます。

　我々といたしましては環境にやさしい

まちづくりを進める上では、不燃ごみの

収集回数を安易にふやすのではなくて、

その中から資源になるものは、また資源

として分別させていただいて、ごみの軽

減ないし市民の負担軽減につながるよう

な形というものを今現在検討しておりま

して、不燃ごみの中から資源にできるも

のを抜き出すというような形で、ご家庭

でのごみの滞留期間をできるだけ少なく

するような形で検討していきたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いします。

○森西正委員長　東澗参事。

○東澗保健福祉部参事　決算書４４ペー

ジ、生活保護補助金についてお答えいた

します。

　当初予算におきましては、生活保護費

補助金は、生活保護就労支援事業補助金

６５４万７，０００円と住宅手当緊急特

別措置事業補助金３０２万４，０００円
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を計上しておりましたが、平成２４年度

におきまして住宅手当の執行がなかった

ことにより、生活保護就労支援事業補助

金６２３万４，０００円のみの執行となっ

ております。なお、この補助金につきま

しては、私どもで雇用しています就労支

援員２名分の経費でございます。

○森西正委員長　早川課長。

○早川自治振興課長　自治振興課に係わ

る質問についてご答弁させていただきま

す。

　まず、１点目、犯罪被害者支援員のふ

だんの仕事内容についてでございますが、

昨年４月から、元警察官のＯＢの方に支

援員として勤務していただいております。

その方の勤務につきましては、水曜日を

除いて月曜日から金曜日まで勤務してい

ただいております。

　ふだんの仕事の内容につきましては、

犯罪被害に遭われた方に対して面接、電

話による相談、被害者に対して必要な情

報の提供を行っていただいております。

また、摂津警察、近隣警察、市の関係各

課との情報交換、連絡調整等のパイプ役

等も担っていただいております。犯罪被

害に絡む事件等がございましたら、直接

出向いて対処等もしていただいておりま

す。また、大阪府等の研修に参加してい

ただくなど、他市の情報収集にも努めて

いただいております。

　２点目、８６ページ、委託料でござい

ますが、１１９万４，２００円、これに

つきましては、犯罪被害者等に対する支

援ということの委託金、賃貸住宅家賃等

補助金、こちらの申請がゼロだったこと

に対して不用額としております。

　次に、文化ホールの不要の６４７万９，

９７０円でございますが、当初、こちら

のほうにつきましては、診断と設計のほ

うを予定しておりましたが、診断後の設

計ということで、設計のほうは不要とな

りましたので、今回の不用額となってお

ります。

　また、自転車の駐輪場でございますが、

現行の建築基準法を満たしておりません

ので、建築確認申請が必要なため、自転

車の駐輪場の屋根はできておりません。

○森西正委員長　丹羽環境政策課長。

○丹羽環境政策課長　環境政策課に関係

します２点の質問についてご答弁させて

いただきます。

　まず、１点目でございますが、ＰＭ２．

５の測定に関してでございます。

　ＰＭ２．５を含めまして大気汚染の調

査につきましては、その性質上、広域的

な監視、調査体制が必要なことから、大

阪府に所管していただいて調査をしてい

ただいている現状がございます。

　また、ＰＭ２．５につきましては、府

下４１か所の観測点で観測され、毎朝１

時間ごとの測定値が大阪府のホームペー

ジにアップされますので、常に情報は見

れる状態になってございます。

　もう一点、太陽光パネルなどの補助金

についてでございますが、企業につきま

しては、前回の議会でもご説明させてい

ただいたんですけれども、摂津市企業立

地など促進制度の中の奨励金の中で、太

陽光発電などの設備をされた場合は、特

例償却資産として認められて補助をさせ

ていただいている状況にございます。

　また、個人の住宅の太陽光パネルの補

助金につきましては、府下のほうでも補

助金をやられているところがございます

が、今、国のほうの補助金の制度がござ

います。この制度についても、また今後

継続されていくか、今、検討されている

ところでございますし、ご承知のとおり、

固定買取制度につきましても金額が下がっ

てきている状況があります。
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　本市の環境としましては、この年末に

は国のエネルギー制度の計画が出てくる

と思います。そこで今後のエネルギー制

度を見据えた中で、どのような補助金制

度をやっていくのか検討していきたいと

いうふうに考えております。

○森西正委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、産業

振興課に係りますご質問にご答弁申し上

げます。

　まず、地方消費者行政活性化交付金２

７３万６，３０４円における着ぐるみの

支出が予算に見えてこなかったというと

ころについてご答弁申し上げます。

　大阪府消費者行政活性化基金の補助金

を使いまして行う事業でありまして、平

成２２年にセッピィ着ぐるみを作成いた

しました。引き続き２年後に着ぐるみが

つくれるかどうかを府のほうに照会をか

けました。府のほうから国に照会かけて

いただきまして、その返事のほうが２４

年度に入りましての返事となりました。

　着ぐるみについてオーケーという返事

をいただきましたんで、早速その準備に

かかりまして、年度末になす丸くんの制

作という形に入った次第でございます。

　次に、商工振興費、役務費、通信運搬

費の支出が大きく減っていることにつき

ましては、平成２３年度はセッピィ商品

券の事業で、記念品という形でエコワッ

ト１００個を郵送するというところがご

ざいまして、その郵送費が当たっており

ましたが、平成２４年度では、他の商品

に振りかえたことによりまして発送のほ

うが１０個となりました。また、あと看

板等の発送費用によりまして大きく減と

なった次第でございます。

　次に、企業立地における市民の雇用拡

大につながっているのかというご質問で

すけれども、企業誘致等促進の奨励金を

受けた事業所での雇用状況については、

担当課ではその情報がございませんので、

把握はできておりません。

　本市としましては、事業所の進出によ

りまして市内に勤める方がふえまして、

本市の特徴である昼間人口の多いまちの

特性をさらに進めまして、また雇用の啓

発等を図っていきたいと考えております。

　また、企業立地の申請の折りにつきま

しては、随時、窓口等で市民の雇用の拡

大は随時お願いしている状況でございま

す。

○森西正委員長　井口次長。

○井口生活環境部次長　環境センター費

のリサイクルプラザの整備についてとい

うお問いでございますが、決算書には記

載をしておりません。と申しますのは、

平成２５年度事業でございまして、平成

２４年度は実施をいたしておりません。

　参考までに申し上げておきますと、リ

サイクルプラザの進捗につきましては、

塵芥処理費で平成２５年度は計上いたし

ておりまして、基本設計委託料、それか

ら環境等の調査委託料、この二本で２５

年度は今、執行させていただいておりま

す。

　進捗状況につきましても順調でござい

ます。予定どおり進んでおるということ

でございますので、ご理解いただきます

ようお願いいたします。

○森西正委員長　山崎委員。

○山崎雅数委員　それでは、意見もちょっ

と入れながらお話しさせてもらいたいと

思います。

　桜苑、しっかりとそれこそ高齢介護の

要件をしっかり満たしていただいて、福

祉のあり方、この間、桜苑の民営化につ

いては、これから先のお金がかかるのか

という話もありまして、ことしでいうと

大きな補修費もかけたわけですから、そ
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ういう意味では、これから先、そんなに

続けての補修費というのも要らないのか

なという気がするので、もうちょっと頑

張っていただきたかったなと思いました

ので、意見として言っておきます。

　それから、地域行政活性化交付金、そ

れこそ何に使えるのかというのを年度内

に探りながら、年度末になす丸くんになっ

たとかいうようなことですけれども、そ

の予算というか制作ですから、もうちょっ

と見通しもしっかりと示してもらいなが

らやっていただきたいなと思います。こ

れも意見として言っておきます。

　それから、塵芥処理手数料の不納欠損

ですけど、破産や不明は仕方がないにし

ろ、しっかりといただくものはいただけ

るようにお願いをしたいと思います。こ

れは結構です。

　それから、権限移譲、いろんなたくさ

ん受けていただいて、トラブルはなかっ

たかと思いますけれども、皆さん大変な

お仕事ですから、そういうことはしっか

りとやっていただきたいと思いますが、

これはそれで結構です。

　それから、生活保護就労支援事業補助

金、住宅手当の執行がなかった。よくわ

かりました。

　それと同じように、犯罪被害者に関す

る件も家賃補助やら犯罪被害の申請がな

かったという意味では、そういった部分

についてはわかりました。

　水道料金の減免制度については、３，

４００人余りの人たちが受けられなくな

るという制度でありましたから、やはり

市民負担をかけるという意味では大きな

福祉の後退だと思っております。これか

ら消費税も上がる。市民生活が本当に大

変なときに、摂津市が低所得者、生活弱

者に対してどういった手当をしていくの

かということをしっかりとまた見直しも

していただければなと思います。これは

要望としておきます。

　それから、介護予防のふれあい入浴の

話ですが、安威川以南のほうではおふろ

がないというのがお認めになって、なか

なかサービスにあらわれないということ

だと思いますので、ぜひこれは安威川以

南で公衆浴場不足地域というのをやっぱ

り市で考えてもらいたいと思いますので、

これは要望としておきます。今のところ

何もないというのは、どうも納得がいか

ないところであるんですけれどもね。

　それから、高齢者移送サービスも何で

も使えるタクシー券、シルバーパスとい

うのは、今の移送サービスの目的からし

てちょっと違うというのもわかりました。

しかし、病院に行けないというような人

たちが行けるようなサービスをやり続け

てもらいたいと思いますので、また充実

を図っていただければと思います。

　それから、文化ホールも設計費が要ら

なくなった。これもわかりました。

　それから、建築法上、駐輪場の屋根は

つけられないということでしたから、何

か改善策、また考えていきたいなと思い

ます。これも結構です。

　それから、ＰＭ２．５は府下４１か所

の測定で、全てなかなか、どうなんでしょ

う、少ないのか、私どもは環境に対して

の専門家ではありませんからわかりかね

ますけれども、摂津市としても市の環境

状況を図れる手段というのは持っていて

悪いことはないと思っておりますんです

けれども、また、いつも環境測定地点と

かをふやすとかいうようなことも、硫黄

酸化物にしても排気ガスにしてもふやす

とかいうようなことをいつも要望してお

りますけれども、ぜひとも考えていただ

きたいと思います。

　太陽光パネルも、一応、今のところそ
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ういう状態だというのはわかりました。

結構です。

　それから、不燃ごみの各週での収集と

いうのは、資源化を進めるということで、

もっと細かく不燃ごみを減らして資源ご

みをふやしてもらうということだと思い

ますので、また、それも啓発もやってい

ただきたいと思います。

　それから、リサイクルプラザの話は失

礼をいたしました。ことしの予算もしっ

かり頑張っていただきたいと思いますけ

れども、塵芥処理施設のほうは進んでい

るということですんで、また安心をいた

しました。

　企業立地等促進条例、それこそ賛否い

ろいろあったかと思うんですけれども、

また魅力ある摂津市にしていただけるよ

うに頑張っていただきたいと思います。

○森西正委員長　ほかにございますか。

よろしいですか。

　では、丹羽課長。

○森西正委員長　ほかにございますか。

　なければ、以上で質疑を終わります。

　暫時休憩します。

（午後２時２５分　休憩）

（午後２時３０分　再開）

○森西正委員長　では再開します。

　認定第６号の審査を行います。

　本件については、補足説明を省略し質

疑に入ります。

　ございませんか。

　山崎委員。

○山崎雅数委員　では、質問させていた

だきます。

　この間の説明でも出てましたけれども、

３８事業所、１２０人余りの方々で今回

退職分５０人分ほど出ているというよう

なことでしたけれども、予算との差額も

出ています。こういった意味では、こと

しの平成２４年度の分は退職者が少なかっ

たということなのでしょうか。ちょっと

この状況を聞かせていただければと思い

ます。

　事業所調査もこの間、ずっと一般質問

の中でもやっていますけども、事業所調

査の関係でこういった制度の紹介もして

いくという話もしていただきましたけれ

ども、このパート調査費の制度利用者、

ふえないのかどうか、それをお聞かせい

ただきたいと思います。

○森西正委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、山崎

委員の質問にご答弁申し上げます。

　パートタイマーの加入者、平成２５年

３月３１日現在では３８事業所１９９名

となっております。

　まず、流れとしましては、１５名の新

規加入者をいただきましたけれども、１

事業所が撤退ということもございまして、

大量の退職者が発生し、５１名の退職者

の給付を行った次第でございます。

　また、予算につきましては、パートタ

イマー等退職金共済の加入者の方が、い

つ退職されるかわからない状況で、給付

はそれに対応できる対象者数を見込んで

おりますので、予算上、決算等から見ま

すと予定額よりかなり下回ったという形

の給付金になるわけで、これは安全を見

越した計上をしているという状況でござ

います。

　次に、事業所実態調査の結果、どうい

うふうなパートタイマーへの影響がある

かということですけども、事業所を回っ

た折りには、黄色い保存用の事業所の支

援制度の一覧という形で便利帳をお渡し

しました。お渡ししていただいたから申

し込みをしたというお答えはまだ聞いて

おりませんけども、保存版ですので、事

業所に置いていただいて、適宜、加入の

申し込みをしていただこうと思っており
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ます。

　また、現在の数字でいいますと４社か

らのお問い合わせがありまして、加入の

手続等々を進めているという状況でござ

います。

○森西正委員長　山崎委員。

○山崎雅数委員　業者からの問い合わせ

もあるということですから、ぜひ、これ

もいい制度ですから、しっかり維持でき

るためにも、ある程度大きな制度にして

いっていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

○森西正委員長　ほかにございますか。

ないですか。

　なければ、以上で質疑を終わります。

　　暫時休憩します。

（午後２時４５分　休憩）

（午後３時１５分　再開）

○森西正委員長　再開します。

　認定第３号の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　堤保健福祉部長。

○堤保健福祉部長　認定第３号、平成２

４年度摂津市国民健康保険特別会計決算

認定の件につきまして補足説明をさせて

いただきます。

　医療費の増加が続く中、制度的に財政

基盤が脆弱な国保財政は、高齢化の進展

の影響により大変厳しい状況に直面いた

しており、国民健康保険制度の直面して

いる課題について、平成２４年１１月か

ら開催された社会保障制度改革国民会議

において中心的課題として議論されるこ

ととなりました。

　このような状況のもと、平成２４年度

は前年度に引き続き医療費の適正化、資

格の適正化、収納率の向上を３本の柱と

して、国保財政健全化のため取り組んで

まいりました。

　決算の内容といたしましては、歳入で

は収納率が１．９％向上したことなどか

ら、保険料収入が２．３％の増加となっ

たものの、歳出では医療費が前年度費４．

７％増加したことなどから、収支では単

年度では１，８５０万５，９１２円の赤

字となり、累積では３億７，８４３万１，

５９０円の赤字となりました。

　国保加入者総数は２万６，０９０人で、

前年度に比べ年間平均で１．４％、３６

３人の減となりました。

　加入者の内訳は見てみますと、一般被

保険者については２万４，５５４人で、

前年度に比べ１．３％、３１３人の減、

退職被保険者については１，５３６人で、

３．２％、５０人の減となっております。

　それでは、まず歳入でございますが、

決算書１８ページ、款１、国民健康保険

料、項１、国民健康保険料、目１、一般

被保険者国民健康保険料は、前年度に比

べ２．８％、５，５１６万７，０９７円

の増となっております。

　一般被保険者に係る１人当たりの現年

度保険料調定額は、医療分が６万６，１

５２円で、前年度に比べ０．８％、５０

４円の増、また後期高齢者支援金分が１

万５，６５１円で、前年度に比べ１．２

％、１８７円の増、介護納付金分が２万

２９１円で、前年度に比べ１．２％、２

４１円の増となっており、一般被保険者

全体では８万８，１９９円となり、前年

度に比べ０．８％、６７７円の増となっ

ています。

　収納率は、一般被保険者分全体で現年

度分が８８．９％、滞納繰越分が１２．

８％となり、それぞれ前年度と比べ２．

１％ずつの増となりました。

　目２、退職被保険者等国民健康保険料

は前年度に比べ２．４％、４４８万５，

７９４円の減となっております。

　収納率は、現年度分が９７．０％、滞
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納繰越分が１７．８％で、それぞれ前年

度と比べ０．３％の減、２．１％の増と

なりました。

　なお、不納欠損処分につきましては、

延べ５，８２９件でございます。

　款２、使用料及び手数料、項１、手数

料、目１、督促手数料は、前年度と比１

２．２％、２万７，３００円の増となっ

ております。

　款３、国庫支出金、項１、国庫負担金、

目１、療養給付費等負担金は、前年度に

比べ１．３％、２，２８９万６９６円の

増となっております。

　療養給付費負担金の算定に当たって負

担率が３４％から３２％に改定されまし

たことにより、医療費等の伸びに比べ増

加率が低くなっているものでございます。

　目２、高額医療費共同事業負担金は、

前年度に比べ１５．６％、８１２万１，

５６２円の増で、高額医療費共同事業拠

出額の４分の１の交付を受けております。

　目３、特定健診等負担金は、前年度に

比べ９．０％、８３万９，０００円の減

で、特定健康診査及び特定保健指導に要

する費用について、基準額の３分の１の

交付を受けております。

　２０ページ、項２、国庫補助金、目１、

財政調整交付金は、前年度に比べ１０．

６％、４，８２３万２,０００円の増と

なっております。これは特別調整交付金

のうち、その他特別事情分の交付などに

よるものでございます。

　目２、出産育児一時金補助金は、前年

度に比べ９０．９％、１７０万円の減と

なっております。これは平成２１年１０

月からの出産育児一時金の引き上げ額に

対する国庫補助対象が平成２４年３月３

１日までの出生分になっていることによ

るものでございます。

　目３、高齢者医療制度円滑運営事業費

補助金は、高齢受給者証の郵送費用等に

係る補助金でございます。

　款４、療養給付費交付金、項１、療養

給付費交付金、目１、療養給付費交付金

は、前年度に比べ２１．２％、１億３６

１万７，０００円の増となっております。

これは前期高齢者及び後期高齢者に係る

財政調整額の増によるものでございます。

　款５、前期高齢者交付金、項１、前期

高齢者交付金、目１、前期高齢者交付金

は、前年度に比べ３．２％、７，７９８

万１，９９５円の増となっております。

これは前期高齢者の医療費増加に伴う概

算交付額の増加及び過年度精算交付金の

増加によるものでございます。

　款６、府支出金、項１、府負担金、目

１、高額医療費共同事業負担金は、前年

度に比べ１５．６％、８１２万１，５６

２円の増で、高額医療費共同事業拠出額

の４分の１の交付を受けております。

　目２、特定健康診査等負担金は、前年

度に比べ９．０％、８３万９，０００円

の減で、特定健康診査及び特定保健指導

に要する費用について、基準額の３分の

１の交付を受けております。

　項２、府補助金、目１、事業助成補助

金は、前年度に比べ１１．５％、１２４

万６,４０４円の増となっており、精神

結核医療給付及び地方単独事業による国

庫負担金減額に係る補助金でございます。

　目２、財政調整交付金は、前年度に比

べ２１．７％、８，５９３万４，０００

円の増となっております。これは都道府

県調整交付金の割合の見直しによるもの

でございます。

　款７、共同事業交付金、項１、共同事

業交付金、目１、高額医療費共同事業交

付金は、前年度に比べ２４．５％、５，

２８９万６，８８８円の増となっており

ます。これは１件８０万円以上の高額医
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療費１，１９９件を対象に交付を受けた

ものでございます。

　２２ページ、目２、保険財政共同安定

化事業交付金は、医療費３０万円以上に

係る府下市町村国保による共同事業で、

前年度に比べ７．５％、６，０３８万６，

４８５円の増となっております。これは

１件３０万円以上の医療費４，８６９件

を対象に交付されたものでございます。

　款８、繰入金、項１、一般会計繰入金、

目１、一般会計繰入金は、前年度に比べ

５．６％、３，１２１万８，１６１円の

減となっております。これは国保財政安

定化支援事業繰入金が前年度に比べ４４．

０％、４，７１１万３，９８２円の減と

なったことなどによるものでございます。

　目２、保険基盤安定繰入金は、前年度

に比べ０．１％、５４万５２７円の減と

なっております。

　款９、諸収入、項１、雑入、目１、一

般被保険者第三者納付金及び目２、退職

被保険者等第三者納付金は、交通事故等

による第三者納付金でございます。

　目３、一般被保険者返納金及び目４、

退職被保険者等返納金は、社会保険加入

による国保資格喪失後の受診などに係る

返納金でございます。

　目５、雑入は、主に７０歳以上の一部

負担金が２割から１割に軽減されたこと

に伴う指定公費分でございます。

　続きまして、歳出でございますが、２

４ページ、款１、総務費、項１、総務管

理費、目１、一般管理費は、前年度に比

べ１６．２％、１，４６１万６，０８７

円の増となっております。

　目２、連合会負担金は、前年度に比べ

９．６％、２１万２，２９２円の減となっ

ております。

　目３、市町村部会負担金は、近畿都市

国民健康保険者協議会の負担金でござい

ます。

　項２、徴収費、目１、賦課徴収費は、

前年度に比べ２６．９％、４６９万９，

０７９円の減となっております。これは

ペイジー口座振替受付サービスの導入費

用の減によるものでございます。

　２６ページ、項３、運営協議会費、目

１、運営協議会費は、国民健康保険運営

協議会の運営経費でございます。

　款２、保険給付費、項１、療養諸費、

目１、一般被保険者療養給付費は、前年

度に比べ４．９％、２億７，０９２万８，

３１７円の増となっております。１人当

たりの保険者負担額は２３万５，１４５

円で、前年度に比べ６．３％の増となっ

ております。

　目２、退職被保険者等療養給付費は、

前年度に比べ２．６％、１，０９４万９，

９９４円の増となっております。１人当

たりの保険者負担額は２７万９，０８２

円で、前年度に比べ６．０％の増となっ

ております。

　目３、一般被保険者療養費は、前年度

に比べ１４．５％、２，４９０万１，５

７８円の減となっております。

　目４、退職被保険者等療養費は、前年

度に比べ１３．６％、１４３万２，７８

８円の減となっております。

　目５、審査支払手数料は、前年度に比

べ４．９％、８６万２，７９９円の減と

なっております。これは件数は増加して

いるものの、大阪府国保連合会において

手数料単価の引き下げがあったことによ

るものでございます。

　項２、高額療養費、目１、一般被保険

者高額療養費は、前年度に比べ１１．２

％、７，３０７万６，４８８円の増となっ

ております。１件当たりの支給額は５万

６，２７６円で、支給件数は１万２，８

８６件と、前年度に比べ１１．８％の増
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となっております。

　目２、退職被保険者等高額療養費は、

前年度に比べ６．４％、３９１万５，５

６４円の増となっております。１件当た

りの支給額は９万２，８４２円で、支給

件数は６９９件と、前年度に比べ２２．

６％の増となっております。

　目３、一般被保険者高額介護合算療養

費及び目４、退職被保険者等高額介護合

算療養費は、１年間の医療保険と介護保

険の自己負担の合計が、自己負担限度額

を超えた場合に交付するものでございま

す。

　２８ページ、項３、移送費、目１、一

般被保険者移送費及び目２退職被保険者

等移送費は執行いたしておりません。

　項４、出産育児書費、目１、出産育児

一時金は支給件数１４９件で、前年度に

比べ１５．５％、１，０３５万８，６６

０円の減となっております。

　目２、支払手数料は、出産育児一時金

の直接払いに係る手数料でございます。

　項５、葬祭諸費、目１、葬祭費は、支

給件数１５１件となっております。

　項６、精神結核医療費給付費、目１、

精神結核医療給付費は、前年度に比べ３．

７％、４１万３，５０９円の増となって

おります。１件当たりの支給額は１，３

９８円で、支給件数は８，３１８件でご

ざいます。

　款３、後期高齢者支援金等、項１、後

期高齢者支援金等、目１、後期高齢者支

援金は、前年度に比べ９．７％、１億１，

３６７万７，３０３円の増となっており

ます。これは後期高齢者医療制度への拠

出金で、被保険者数に応じて社会保険診

療報酬支払基金に拠出するものでござい

ます。

　目２、後期高齢者関係事務費拠出金は、

後期高齢者医療制度に係る事務費でござ

います。

　款４、前期高齢者納付金等、項１、前

期高齢者納付金等、目１、前期高齢者納

付金は、前年度に比べ６２．９％、２１

０万８，８６３円の減となっております。

　これは保険者ごとの前期高齢者の偏在

による負担の不均衡を調整するため、被

保険者数に応じて社会保険診療報酬支払

基金に拠出するものでございます。

　目２、前期高齢者関係事務費拠出金は、

前期高齢者医療制度に係る事務費でござ

います。

　３０ページ、款５、老人保健拠出金、

項１、老人保健拠出金、目１、老人保健

事務費拠出金は、老人保健に係る事務費

でございます。

　款６、介護納付金、項１、介護の寄附、

目１、介護納付金は、前年度に比べ７．

６％、３，５２０万７，３３７円の増と

なっております。第２号被保険者１人当

たりの拠出額は５万６，３６６円で、前

年度と比べ４．０％、２，１７５円の増

となっております。

　款７、共同事業拠出金、項１、共同事

業拠出金、目１、高額医療費共同事業医

療費拠出金は、８０万円以上の高額な医

療費の再保険事業として拠出したもので、

前年度に比べ１６．２％、３，３１０万

８，１２８円の増となっております。

　目２、保険財政共同安定化事業拠出金

は、３０万円以上の医療費の再保険事業

として拠出したもので、前年度に比べ５．

３％、４，４１６万４，４９６円の増と

なっております。

　目３、高額医療費共同事業事務費拠出

金及び目４、保険財政共同安定化事業事

務費拠出金は執行いたしておりません。

　目５、その他共同事業事務費拠出金は、

退職医療制度への切りかえ勧奨に係る事

務費でございます。

－49－



　款８、保健施設費、項１、保健施設費、

目１、特定健康診査事業費は、特定健康

診査等の実施に係る経費で、前年度に比

べ６．２％、２７３万８，３７７円の増

となっております。

　３２ページ、目２、保健衛生普及費は、

前年度に比べ７２．２％、１，０９１万

２，４２３円の増となっております。こ

れは療養費適正化推進事業により増額と

なったものでございます。

　款９、諸支出金、項１、償還金及び還

付加算金、目１、一般被保険者保険料還

付金は１６６世帯分、目２、退職被保険

者等保険料還付金は、１１世帯分の過年

度分保険料を還付いたしております。

　目３、償還金は、平成２３年度事業の

確定に伴う療養給付費等負担金、精算返

還金などでございます。

　款１０、繰上充用金、項１、繰上充用

金、目１、繰上充用金は、平成２３年度

の不足額を補填したものでございます。

　款１１、予備費につきましては執行い

たしておりません。

　以上、決算内容の補足説明とさせてい

ただきます。

○森西正委員長　説明が終わり、質疑に

入ります。

　増永委員。

○増永和起委員　平成２４年度、単年度

で１，８５０万５，０００円の赤字、累

積では３億７，８４３万１，０００円の

赤字ということになっているというご説

明だったと思います。

　平成２３年度を見ますと、単年度で１

億１，３８９万円の黒字で、累積では３

億５，９９２万５，０００円の赤字とい

うふうに、単年度、かなり平成２３年は

黒字になっていたのが、今回、大きくな

いですけど、赤字となったというふうに

変動していると思うんですけれども、１

年、１年を見ると、結構、国保は変動が

大きいと思うんですが、さかのぼって５

年間ぐらいで、単年度収支、それから累

積について教えていただきたいです。よ

ろしくお願いします。

○森西正委員長　安田課長。

○安田国保年金課長　過去５年間の決算

の状況でございます。まず、先ほど申さ

れたように、平成２４年度につきまして

は、単年度収支、１，８５０万５，９１

２円の赤字となっております。累積では

３億７，８４３万１，５９０円です。１

年前の２３年度でございます。単年度収

支、１億１，３８９万２円、黒字となっ

ております。差し引きで累積では３億５，

９９２万５，６７８円。２２年度でござ

います。単年度で８，２３７万８，７３

６円の赤字となっております。累積で４

億７，３８１万５，６８０円。平成２１

年度、３億９，３１１万９，８４２円、

これが単年度の黒字でございます。累積

では３億９，１４３万６，９４４円が累

積の赤字でございます。平成２０年度で

ございます。単年度では３億５，０８２

万６，８０６円の単年度の赤字でござい

ます。累積で７億８，４５５万６，７８

６円。こういった状況でございます。

○森西正委員長　増永委員。

○増永和起委員　今のお話で単年度の収

支は結構大きな変動があって、黒字になっ

たり、赤字になったり、２年に１回ぐら

いですかね、変わっていっているという

ことです。累積に関してはちょこっとふ

えたというのもあるかもしれないですけ

れども、大体減っていっていると。平成

２０年の分から比べると、７億８，４５

５万６，７８６円から現在を見ますと、

３億７，８４３万円と、かなり減ってき

ているなという感じがするんです。いろ

いろご努力もあるかと思うんですけれど
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も、保険料はこの間、限度額がこの２４

年は上がったと思うんですけれども、そ

んなに大きくは上がらずに、率について

はずっと据え置きということで、頑張っ

ていただいたというふうに思っているん

ですけれども、その中でもこうして赤字

はずっと解消されてきているということ

がよくわかります。大変、国保の皆さん、

ご努力されて、こういう形になってきた

のだなというふうに思っております。

　こんなに大きく収支が、その年度、年

度によって変動するのは、これは保険料

の金額の問題ではなくて、別に原因があ

るんだと思うんですけれども、どういっ

たところに大きな原因があるのでしょう

か。教えてください。

○森西正委員長　安田課長。

○安田国保年金課長　おっしゃいますよ

うに、平成２０年度から赤字、黒字、赤

字、黒字、赤字と、収支のほうが入れか

わっております。

　ここの大きな要因でございます。まず、

平成２０年度に後期高齢者医療制度がで

きまして、そこで国保の被保険者の状況

がかなり変わりました。それに伴いまし

て、後期高齢者支援金など、こちら、拠

出させていただかなければいけないんで

すけども、これも平成２０年度、概算で

ございますけども、国のほうの示された

額をもって拠出しております。ただ、こ

れが２年後確定になって、これがまた精

算という形になりますので、２年後に実

は拠出し過ぎていたので、精算で返して

いただくというか、差し引きされる。こ

ういった仕組みで、後期高齢者支援金と

前期高齢者ですね、６５歳以上の方の保

険者同士の医療費の調整という機能が働

いている前期高齢者交付金に関しても平

成２０年度から始まりまして、この辺が

当初、平成２０年度、制度が始まったと

きの概算の拠出だとか、交付の額の見込

みがかなり国のほうと現実が変わってい

ましたので、２年後に精算ということで、

大体平成２４年度ぐらいで落ちついて、

精算額も落ちついてきたかなとは思って

おります。

○森西正委員長　増永委員。

○増永和起委員　ありがとうございます。

今のお話のように、この国保料を大きく

左右しているのは、交付金であったりと

か、それから拠出金であったりとか、市

民の保険料の高さ、保険料がどれだけ集

まっているか以上に、そういうことが国

保の財政を大きく左右しているんだとい

うふうに思います。

　おっしゃっていたように、後期高齢者

医療制度が始まったことによって、大き

な変動がまた、そこで起きているわけな

んですけれども、大阪府下全体を見てみ

ますと、大阪市などは非常に財政状況が、

ここから劇的に好転しているというか、

毎年、毎年、すごい黒字がずんずん積ん

でいっているという格好になっていると

思うんです。これは、大阪府下で拠出金

や交付金を決める基準が、物差しが非常

に大都市のところに有利な方向に働いて

いるのではないか、また、ちょっと低い

ところに有利に働いているのではないか

なというふうに思うわけですけれども、

その辺に関して、ぜひ大阪府に対して、

広域化支援方針の中でいろいろと細かく

策定されていったと思うんですけれども、

やはり、摂津市の市民は一生懸命、保険

料を払っていても、その拠出金やら交付

金で加減されたところで、どんどん国保

の負担がふえてしまうというふうなこと

にならないように、ぜひとも声を上げて

いっていただきたいというふうに一つは

思いますし、そういう問題について、摂

津市の市民の国保料にはね返さないよう
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にしていただきたいというふうに、ぜひ

ともお願いしたいと思います。

　市民の保険料が低いから赤字なんだと

いうふうに、市民の中では誤解される向

きもあるかとは思うんですけれども、そ

れ以上に大きな力で、この交付金や拠出

金の加減によって、国保が赤字になった

り、黒字になったりしていくということ

は、これは市民の保険料をたとえ上げた

としても、滞納がまた大きくふえていっ

て、滞納がふえると、またそれでペナル

ティがあったりとか、そういうことにも

つながりますので、安易に保険料を上げ

ないように、ぜひ、お願いしたいと思い

ます。

○森西正委員長　要望でよろしいですか。

　増永委員。

○増永和起委員　今、拠出金や交付金の

ことをちょっと言いましたけれども。大

阪府の状況だけ教えてください。変動の

大きな要因になるところだけで結構です。

○森西正委員長　安田課長。

○安田国保年金課長　委員が先ほどおっ

しゃった部分については、共同事業の部

分かなと思います。共同事業につきまし

ては、保険者の再保険という形で、高額

な場合に拠出し合って交付を、医療費が

高いところが交付を受ける。また、保険

財政安定化の共同事業、これは３０万円

以上の医療費に対して、拠出し合って、

医療費の平準化を図るというところになっ

ています。

　摂津市におきましても、平準化を図る

共同事業につきましては、平成２４年度

については、ほぼ拠出と交付がとんとん、

若干、拠出が上回る形になっております。

　他市の状況でございますが、大阪市の

ほうは人口も多いこともあるかとは思う

んですけども、拠出と交付の差が一番大

きい状況にはなっております。

○森西正委員長　ほかにございますか。

　福住委員。

○福住礼子委員　保険料の賦課徴収事業

について、コンビニ収納ということが始

まっていると思うんですけれども、この

回収率は上がってきているんでしょうか

というのをお聞きしたいですけれども。

○森西正委員長　安田課長。

○安田国保年金課長　コンビニ収納につ

きましては、平成２４年度から新たに実

施させていただいた事業でございます。

　全体の収納率という形になるんですけ

れども、収納率については一般と退職を

合わせた、保険料全体の現年分の収納率

につきましては、ここ１０年では平成１

８年度の８８．３２％をピークに後期高

齢者医療制度の創設や、リーマンショッ

クなどの影響で、平成２１年度には８４．

６５％まで下降しておりました。しかし、

２２年度からその状況も回復し出しまし

て、平成２４年度につきましては、１．

９２ポイント増の８９．５４％と、１８

年度を上回る状況となっており、また、

滞納繰越分につきましても、１２．９３

％と、こちらにつきましても、前年度を

約２ポイント向上する結果となっており

ます。

　直接、コンビニ収納が要因というわけ

ではないかと思うんですけども、平成２

４年度の収納額ベースで、コンビニ収納

された方の状況を見ていますと、約６割

の方が金融機関の営業時間外に納付いた

だいておりますことから、利便性が向上

しておりますので、こういったところが

収納効果にあらわれているのではないか

と考えております。

○森西正委員長　福住委員。

○福住礼子委員　ありがとうございまし

た。先ほどの報告の中でペイジーの活用

状況というのがあったんですけれども、
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この件数を教えていただきたいなと思い

ます。

○森西正委員長　暫時休憩します。

（午後３時４９分　休憩）

（午後３時５０分　再開）

○森西正委員長　再開します。

　安田課長。

○安田国保年金課長　ペイジーの利用状

況でございます。ペイジーにつきまして

は、平成２３年度の１０月から導入を開

始いたしました。平成２４年度の利用状

況でございますが、１年間で８２６件の

ご利用がございます。口座振替の総件数

が１，３５９件となっておりますので、

残り５３３件はこれまでの紙ベースでの

申し込みという形になっておりますので、

もう既に、これまでを上回っております

ので、かなり口座振替の推進には寄与し

ているものと考えております。

○森西正委員長　福住委員。

○福住礼子委員　ありがとうございまし

た。いろいろな収納の利便性を考えて、

何とか、なるべくたくさんの方が未納に

ならないように、また検討していただき

たい。また、私もいろいろと勉強してい

きたいと思います。ありがとうございま

した。

○森西正委員長　ほかにございますか。

　山崎委員。

○山崎雅数委員　では、私のほうからも

何点かお聞きしたいと思います。

　保険料のことですけれども、まず、歳

入の１８ページの、全体で保険料、上がっ

たということで報告がありましたが、こ

の年、国保の限度額を引き上げされたと

思っているんですが、所得階層というか

は、どちらかといったら下がったかと思

うんですけれども、この影響の状況をお

聞かせいただきたいと思います。

　それから、事務報告の１９５ページ、

一部負担金の状況なんかも出ていますけ

れども、一部負担金の助成制度、３，５

００人ぐらいでずっと年間、使われてい

るという方たちなんですけれども、この

状況をお聞きできればと思います。なか

なか、半年しか使えないということで、

いろいろ使いにくいというご意見もある

んですけれども、年間を通じて３，５０

０人程度がずっと使われているところで

の状況を聞かせていただければなと思い

ます。

　それから、１８ページの不納欠損とい

うか、医療給付費分で約１億円、後期高

齢者支援金分も介護納付金分、それぞれ

不納欠損が出ていますけれども、時効と

か執行停止をかけられたとか、この中身

について。現年分も少しあるんですけど

も、この現年分も執行停止をかけていか

れたのか滞納処分の状況をお聞かせくだ

さい。

　それと、コンビニの収納の話も今出ま

したけれども、コンビニ収納代行業務委

託料が２６ページで１３０万円出ていま

すけども、これは国民健康保険料等収納

推進員が減らされるということで、報酬

費、２４ページの６３０万円との関係を

聞かせてもらえたらなと思います。

　それと、出産育児一時金で２８ページ

ですかね、１４９件と減ってきていると

いう報告もありました。この状況を聞か

せてください。

　この間、３本柱で国保財政健全化とか

いうような話を最初に部長が言っていた

だけましたけども、レセプト点検委託料、

２４ページの、こういった仕事の中身に

ついても聞かせていただければなと思い

ます。

○森西正委員長　安田課長。

○安田国保年金課長　まず、限度額の影

響ということでございます。保険料の限
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度額につきましては、平成２４年度、医

療分を５０万円から５１万円に、後期高

齢者支援金分を１３万円から１４万円に、

介護納付金分を１０万円から１２万円と、

合計で４万円の改定をさせていただいて

おります。改定による影響でございます

が、平成２４年度の本算定時における限

度額世帯件数で見ますと、医療分が３６

０件、支援金分が２５７件、介護納付金

分が１４１件となっております。

　改定による影響についての状況でござ

います。医療分の改定をしたことによる

増収という形での金額でございますが、

医療分で３６８万７，０００円、後期高

齢者支援分が２６５万２，０００円、介

護分が２９７万９，０００円となってお

りまして、合計９３１万８，０００円が

改定したことによる保険料の増収という

形になっております。

　また、改定によりまして、これまで限

度額だったけども、限度額にならなかっ

たという方、１万円上がったことによっ

て限度額に至らなかった世帯の件数でご

ざいますが、医療分で１８世帯、支援分

で４１世帯、介護分で６５世帯となって

おります。

　続きまして、一部負担金減免の状況で

ございます。先ほど、委員がおっしゃい

ました事務報告１９５ページのところで

ございますが、こちらにつきましては、

一部負担金助成のほうになりますので、

国保のやっております一部負担金減免の

ほうの件数でお話しさせていただきます

と、まず、２４年度、承認世帯数でござ

いますが、延べ件数で６１件、減免の額

としましたら、１，０３９万１，１８６

円。前年度３７件数となっておりますの

で、件数のほうは増加しております。

　続きまして、不納欠損の状況でござい

ますが、平成２４年度は５，８２９件、

合計で金額は１億３，７２９万円と、前

年と比べて１，１８６件、５，５８２万

円減少しております。減少の要因としま

しては、居所不明による欠損が減少して

おりますことから、これまでの資格適正

化の取り組みが効果として出てきている

ものでないかと考えております。

　あと、執行停止につきましても、現年

分の執行で欠損させていただいている分

につきましては、執行停止という形になっ

ております。

　コンビニ収納と収納推進員との関係で

ございます。平成２４年度からコンビニ

収納のほうを導入させていただきました

関係で、これまで保険料の集金を担って

おりました普通集金人という制度を廃止

させていただいております。それにより、

コンビニ収納と収納推進員との決算的な

関係でございますが、集金廃止による減

額分が２２９万円、収納推進員にかえた

ことによって減少した額が２２９万円、

コンビニ収納を始めたことによりまして、

支出がふえた分が１３５万円、差し引き

９４万円の削減効果と考えております。

　出産育児一時金、減少の状況でござい

ます。国民健康保険の被保険者の方につ

きましては、毎年、年齢層が上がってき

ておりますので、出産の件数のほうも毎

年下がってきております。平成２４年度

につきましては、１３５件の支給件数と

なっております。

　最後に、レセプト点検の委託料の仕事

の中身でございます。レセプト点検につ

きましては、まず、医療機関のほうが、

審査支払い機関である国保連合会のほう

に、レセプトを請求されます。レセプト

の請求をされまして、国保連合会のほう

で１次審査ということで、レセプトの点

検をされます。続いて、２次点検という

ことで、保険者のほうで点検となります
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が、国保連合会のほうが新たにレセプト

点検業務の委託を開始しましたので、国

保連合会のほうで２次点検のほうもお願

いしておりまして、そちらのほうでこれ

までの実績、減点の状況やとか、そういっ

た部分を加味しまして、レセプト審査し

ていただいている状況でございます。

○森西正委員長　山崎委員。

○山崎雅数委員　では、国保限度額が引

き上がりまして、階層でいうと、限度額

に達していない世帯が、分野別、で医療

分で１８世帯、後期支援分で４１世帯、

介護で６５世帯という、この世帯ですね、

限度額に達しなくなって。この階層とい

うのは、高額所得者ではないと思うんで

す。要するに、普通の階層でも、もう、

それこそ限度額には達してこないような

状態でお支払いいただいているというよ

うな状態になってきていると思いますの

で、国保料全体をしっかり引き下げると

いうか、抑えるような見直しというのが

必要になってくるんじゃないかなと思っ

ております。要望としておきます。

　一部負担金の減免制度、これは助成制

度ですね、これも６１件にふえていると

いうことですから、国保を利用しやすい

状態に、低所得者層の方々が利用しやす

い制度に、また頑張っていただきたいと

思っております。

　不納欠損額、現年分は執行停止もある

ということをちょっと言ってもらいまし

たけども、これまでの５，８２９件、相

当な件数だと思いますけれども、多くは

時効だと思うんですけども、やはり、こ

の辺のお支払いいただけない部分、これ

からもずっと資格証や保険証、短期証や

ら何やらで、いろいろお話もする機会が、

分納なり何なり、納めてもらうような努

力はしていただいているというのはわか

るんですけど、積極的にといったらおか

しいんですけども、それこそ払えない方

はしっかり執行停止もかけていけるよう

な処理をしていただきたいなと思ってお

ります。

　コンビニ収納も進めてもらって、いく

らか経費の削減にもなるということです

から、頑張っていただきたいと思ってお

ります。

　レセプト点検は２次点検も今、連合会

で行っていると。そしたら、もう直接、

結果だけが摂津市におりてくるという形

なんですね。適正に、それこそ、国保運

営はしっかり今、行っていただいている

とは思いますけれども、来年度予算に向

けては、ことしは大分、繰り入れもして

いただいてということもやっております

けれども、消費税も、それこそ上がる、

医療負担分、国はどういう姿勢を示して

くるのかちょっとわかりませんけれども、

払えない保険料になってしまっては本当

に財政基盤がゆるいというところでは、

大変なことになりますから、摂津市、市

の財政そのものは体力があっても、国保

は大変ですので、その辺のバランスも見

ていただいて、また、来年度予算に生か

していただければなと思います。要望と

しておきます。

○森西正委員長　ほかにございますか。

　増永委員。

○増永和起委員　ふなれなもので、一遍

に言えばいいのに、すいません。

　今のお話の中で、不納欠損や執行停止

もあるということだったんですが、それ

にもかかわるんですが、財産調査、差し

押さえ、換価、これがこの間、結構ふえ

てきていたかなというふうに思うんです。

ちょっと５年さかのぼって、それぞれの

数字を教えていただきたいなというふう

に思います。

　その中で、執行停止、または不納欠損
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でもいいんですけれども、生活保護にな

られた世帯に対しての国保料の督促であ

るとか、収納、そういうことについて、

どれぐらいしているのかということにつ

いてもお聞かせいただきたいというふう

に、この平成２４年度、どれだけあった

のかということも教えていただきたいな

というふうに思います。

　生活保護ですので、財産調査や差し押

さえ、換価ということはもちろんできな

いので、督促ですね、そういう数、それ

から、実際に収納していた件数であると

か、額であるとか、わかればお願いした

いと思います。

○森西正委員長　安田課長。

○安田国保年金課長　まず、過去５年の

差し押さえの件数でございます。まず、

平成２４年度、１２７件、２３年度、９

８件、２２年度３１件が差し押さえ件数

となっております。うち、換価の件数で

ございますが、平成２４年度、５４件、

２３年度４３件、２２年度は２１件となっ

ております。

　続きまして、不納欠損の状況でござい

ます。５，８２９件、不納欠損がありま

したが、うち、生活保護の方への不納欠

損は３９７件となっております。

　あと、生活保護世帯への対応というこ

とになりますが、生活保護を開始された

方につきましては、国民健康保険のほう

に資格の喪失届をしていただく形になり

ます。その際に、保険料の減免申請、保

護開始、受給した日以降の保険料につき

ましては、減免により全て免除という形

にさせていただいておりますので、保険

料の減免申請も同時に受け付けさせてい

ただくよう、ご案内いたしております。

それ以前に滞納がある場合につきまして

も、保護を受給されている期間につきま

しては、現在、督促状などをとめさせて

いただいておりますので、そういった対

応をしております。そのため、収納額等

につきましては、申しわけございません

が、データは持っておりませんので、よ

ろしくお願いいたします。

○森西正委員長　増永委員。

○増永和起委員　今、平成２４年、２３

年、２２年の数字を教えていただきまし

たが、平成２１年、２０年はゼロだった

ということですね。急激に差し押さえや

換価が行われてきたということです。財

産調査の数はわかりませんでしょうか。

○森西正委員長　安田課長。

○安田国保年金課長　財産調査の件数で

ございます。財産調査につきましては、

平成２１年度から調査を開始させていた

だきました。平成２１年度７８件、２２

年度、４６９件、２３年度、１，５９３

件、２４年度、１，５３９件となってお

ります。

○森西正委員長　増永委員。

○増永和起委員　今の数を聞いていて、

どんどんふえたんだなというのが、すご

くよくわかったんですけれども、やはり

市民にとって、国保料というのは非常に

高い金額、家計を圧迫する金額になって

いる、そういうふうな家計が多いと思う

んです。所得２００万円、４人世帯で三

十何万かに、年額、なると思うんですけ

れども、本当に払いたくても払えない国

保料というふうに言われますけれども、

本当にそうだと思うんです。全く一切払っ

てないわけではなくて、少しずつでも国

保年金課に相談に行って、お支払いする

という形で、ずっと以前は対応していた

だいていたと思うんですが、わずか数年

で財産調査をし、差し押さえをし、国保

は差し押さえた分をそのまま換価するわ

けではないと、そういうふうにいつもおっ

しゃっていただいていて、この数字を見
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ても確かに差し押さえた分、全部換価し

ているわけではないというのはわかるん

ですけれども、それでも２４年には換価

が５４件というふうになっているわけで

す。払えるのに払わない悪質な方という

のは、それは、いてはるのかもしれませ

んけれども、本当に一般の国保の方、皆

さん、払いたくても払えない保険料を一

生懸命ちょっとずつ払ってはるんだとい

うふうに思います。わずかな預金であっ

たりとか、生命保険であったりとか、そ

ういうものがあったとしても、国保には

傷病手当も出産手当もありませんから、

そのわずかな蓄えで何かあったときは対

応しないといけないわけです。生命保険

もそのためにかけてはるわけです。そう

いうことを押さえてしまうということが、

果たして本当に国保の精神からして、必

要なことなのかということでは、やはり、

この問題に関しては早急にやめていただ

くようにお願いしたいと思います。

　ましてや、生活保護の分ですね。これ

も、私も何人か生活保護の方、生活保護

に移られる前、国民健康保険で滞納があっ

て、生活保護になったというときに、生

活保護に移られる方に国保のお金を、こ

れから安定した金額が生活保護から入っ

てくるんだから、何とかこれを国保に回

してくださいと、言葉は大変丁寧でお優

しいですけれども、でも、生活保護の本

来の保護費というものの使い道と、それ

は違ったものだと思うんです。それをか

なりしつこく何度も何度も窓口で、何と

かなりませんか、１，０００円でも２，

０００円でもというのを目の当たりにし

たことがあります。それは違うでしょと

いう話をしたんですけれども、督促状を

送るのは、まず、もってのほかですけれ

ども、本人は、市民の方は生活保護の中

身と国保のあり方ということについて、

よく知識を持っておられるわけではない

中で、そうやって国保の窓口から言われ

ると、市からお金をもらって、その市が

いくらかでも国保料に、滞納に当てろと

言うてんねんから、これは断るわけには

いかんのではないかというふうに思われ

るということも何度もお聞きしています。

　そういう中で、国保の滞納を減らそう

ということは、これはやり方が違うので

はないかと。先ほど話しましたように、

いろいろご努力していただいて、国保の

大きな赤字を少しずつ解消して、随分解

消していただいたと思っています。これ

は国保の担当の方を始め、本当に職員の

皆さん、一生懸命頑張ってくださった結

果だとは思うんですけれども、この中身

と、この保険料の徴収のあり方というの

は、やっぱり考え直してもらわないとい

けないのではないかなというふうに思っ

ています。

　国民健康保険は本当に生命を守るため

の、市民の健康と命を守るための、そう

いう仕事ですので、ぜひ、その精神でもっ

て今後ともやっていっていただきたい。

　隣の吹田市では所得３００万円以下の

ところには財産調査も、差し押さえも、

換価もしないと、こういうふうに国保の

中で、自分たちで決めているということ

です。そういう低所得の方に対しての差

し押さえや財産調査、換価をすることを

やめていただきたい。ましてや生保の移

られた方から滞納保険料を払ってくださ

いというふうなことを言われるのはやめ

ていただきたいなというふうに思います。

よろしくお願いいたします。

○森西正委員長　最後は要望でよろしい

ですか。

○増永和起委員　はい、要望でいいです。

○森西正委員長　ほかにございますか。

　なければ、以上で質疑を終わります。

－57－



　きょうのところは会議をこの程度に終

えて、散会したいというふうに思います。

（午後４時１８分　散会）

　委員会条例第２９条第１項の規定によ

り、署名する。

　　民生常任委員長　　森 西 　 正

　　民生常任委員　　 村 上 英 明
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